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■国内生産シェア60％を誇る縫合針メーカー

―秋山製作所さんは、縫合針のメーカーさんとい

うことを伺いましたが、まず、御社の事業内容から

お話を伺えればと思います。

中島　当社は縫合針と縫合糸を中心に製造・販売し

ているメーカーですが、ほかにはメスや鉗子、ハサ

ミなど鋼製小物の製造・販売も行っています。中心

の縫合針ですが、今は、どちらかと言えば、縫合針

だけのものよりも針付縫合糸が一般的になっていま

す。両者を併せて当社の売り上げ全体の65％近くを

占めています。

昭和40年代は針も職人さんによる手作りのものが

多かったんです。職人さんが針の曲げ、伸ばし、研

削・研磨などの工程を経て１本の針を造っていまし

た。しかし、その後は、職人さんの数もどんどん少

なくなるとともに、生産コストも徐々に上昇してき

たため、昭和47年５月、韓国の釜山に合弁会社を設

立し、以来そこで30年間にわたり生産を続けてきま

した。ところが平成17年に日本で新薬事法が制定さ

れるということになり、それに合弁会社のシステム

が対応できなくなる公算が生じまして、その前年の

16年7月に釜山に共同出資会社を興しました。

その釜山の会社で、今は25～27工程を経る機械

生産によって外科や形成の縫合針の製造をしていま

す。やはり職人さんの技術が直に反映する鉗子類な

どと違って、針は機械の方がムラがなく、均一さが

保てるために製品の特性にあっている気がしますね。

―縫合針で競合される企業も多いでしょうが、御

社のシェアはどれくらいでしょうか？

中島　日本で縫合針を生産しているところは、当社

も含めて３社ありますが、当社のシェアは国内メー

カーのうちで60％です。世界的にはアメリカとドイ

ツの大手２社が圧倒的なシェアを持っています。で

も、縫合針というのは縫う部位によってこまかな差

異が微妙に反映する器具でして、その点では日本の

方がはるかに優れたレベルにあると思います。でも

売り上げは外資系企業に勝てません。

―外資系企業の売り上げ規模ですが、日本国内で

はどれくらいでしょうか？

中島　外資系２社ではドイツの企業は不明ですが、

アメリカは１社で150億円ほどの売り上げじゃない

でしょうか。大量生産ですからね。ニーズに製品を

合わせるのではなくて製品に現場の外科医の“うで”

を合わせてくれといった売り手市場のやり方ではな

いですかね。当社は外資と違って縫合針だけの販売

も行っていますし、今申し上げましたように針付縫

合糸の販売も行っています。縫合針だけでもその種

類は約1,800種ほどありますから、バリエーション

が多く、アイテムは何万種類にも及び、外資とは逆

の多品種少量生産方式です。

来る5月26日に開催される当協会の総会を直
前に控えた5月20日、当協会の副理事長として
1年間活躍された中島孝夫副理事長（薬事委員
会委員長を兼務）に、協会の活動はじめ、代表
取締役を務める秋山製作所の事業内容、今後の
抱負などをお聞きした。

インタビュー

日本の医療機器産業を国の大事な柱に
―協会副理事長・中島孝夫氏（秋山製作所社長）に聞く

中島孝夫副理事長
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■ブランド名のELPは縫合針の代名詞的存在

―競争が大変ですね。ところで私のいとこが広島

で外科を開業していまして、いとこに訊いたところ

では、御社の ELP というブランドを昔から使って

いて、現在はクリニックで外傷の治療を主にしてい

るので縫合糸は ELP のシルクブレードを使ってい

ると言っていました。その５本入りか10本入り１箱

を使っているということですが、結びやすさに加え

て、丈夫で持ちが良いのが特徴で、滅菌済みのため

使い勝手が良いということです。そうした縫合糸の

老舗ブランドを御社が築かれたあたりのところから

お話をお聞かせください。

中島　当社が株式会社化したのは、昭和28年（1953

年）で、昨年60周年を迎えました。私も昨年還暦を

迎えたところで、秋山製作所と同じ年の生まれです。

ところで、当社の ELP 針ですが、これは先代の

秋山實社長が付けたブランドで60年間の長きにわた

って医療現場で使われています。昔は医学雑誌に掲

載される手術に関する論文には必ずといっていいほ

ど ELP 針の名が出ていました。例えば、「この部位

の縫合には ELP 針の３号を使う」といったような表

現が随所に見かけられました。ELP 針はもちろん固

有名詞ですが、縫合針の代名詞のような存在でした。

今ではブランド名を論文に使うわけにはいかない

ので、その名が学術誌には登場しなくなりました

が、未だに ELP のブランドは手術現場では多くの

方に支持されています。ですから、私が営業を担当

していた時も競合他社の針が売れていたにもかかわ

らず、そこよりはるかに ELP のネームバリューが

あり、かなりの大企業と思われていて、営業マンの

私にとっては大変営業しやすかった商品です。

―なるほど歴史あるブランドですね。それから、

針先の形状も丸針と角針があると聞きましたが、そ

のあたりのことを教えてください。

中島　針先の形状には大きく分けて丸と角があり、

用途で２つに分かれます。丸針はどちらかというと

内臓のような敏感な組織を傷をつけずに縫う、“内

縫い”のための針で、縫製用の針と同様に先だけ尖

っていますが、ただ縫製針と違うのは、縫製針の先

端は荒くギザギザですが、縫合針の先端は稠密で決

して組織に引っかからないように磨かれていて、そ

こがまったく違います。一方、角針は皮膚のような

固い組織を縫うための“外縫い”の針です。こちら

は、用途上から全体が鋭利に刃のように鋭くなって

います。ほかにも用途によって台形や先だけ三角の

ものがあり、刃先の断面はいろいろバリエーション

に富んでいます。

―細い針でもそんなに違いがあるんですね。

中島　たまに縫合針に関してクレームが入ることが

あるでしょう。そういう時に、1,800種類からある

針のうち、その針を見て、「これは他社の針だ」と

すぐにわかります。やはり、いつも穴のあくほど針

を見ていますからね（笑い）。実際、それだけでは

ありませんが、エビデンスは“型”です。型でチェ

ックすれば、一目瞭然で違いが判別します。

―どの職種もそうでしょうが、経験がものを言う

仕事なんですね。それでは、こちらに中島社長が入

社された時の経緯から教えてください。

中島　私が秋山製作所に入社したのは、私が夜間大

学で勉強していた時に、どこか大学に通いながら仕

事ができる職場はないかと友人に訊いてみたとこ

ろ、秋山製作所を紹介されたんです。当時の社屋は

ビルなどではなく、湯島１丁目にあった一軒家で工

場と事務所を兼ねていたんです。特に営業しなくて

も ELP 針のブランドは売れましたので、五十嵐医

科工業㈱さんや大祐医科工業㈱さんなど代理店さん

が集荷に来られ、販売していただいていました。

入社当初、私は営業事務を担当し、帳面付けから

商品知識を蓄えて、その後、営業に移り、群馬県の

大田を皮切りに、東北方面の営業に回りました。

永年勤続表彰式の会場で社員と共に（左から中島社長、中
原清志、長嶋孝之、飯野茂の各氏。５月26日、上野精養軒）
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―ご出身がそちらなんですか？

中島　いいえ、東京の浅草育ちです。

―失礼しました。生粋の江戸っ子ですね。それで、

営業に移られてからはどういう経緯をたどられたん

ですか？

中島　福島、新潟、仙台などを回りましたが、地方

回りをしていると「東京の人は口ばかりだからな」

という批判めいた声を耳にしたので、普通は電車や

飛行機を使い、ディーラーの車の助手席に同乗して

何件も病院を回るのですが、その時はそれなら自分

一人で回ってみようと思いました。そこで当時専務

だった２代目の秋山郁夫社長にお願いし自家用のセ

ドリック・ターボを貸してもらい、４日間かけて一

人で郡山周辺の病院を回りました。そうしたら東京

人でも口だけではないということをわかってくれて、

それからは仕事がとんとん拍子に軌道に乗りました。

売り上げも一気に飛躍しましたね。それは昭和58年

の、先代社長が亡くなった頃のことでしょうか。

昭和62年に私は部長に昇格しましたが、翌63年４

月には今の本社ビルである新社屋が完成しました。

同じ月に大阪の営業所も北区天満（現在は中央区島

町に移転）に開設しました。

それから、平成６年に縫合針の特許侵害の問題で

訴訟を受けたこともありましたが、それによって多

くのことを学びました。毒を変じて薬にしたとでも

言えばよいでしょうか。

2003年には創立50周年の祝典を小石川の美都屋で

祝いました。翌年、長門石器械店の営業権を取得し

てシグマブランドの販売を開始しました。これはハ

サミなどの鋼製小物類の商品です。

2005年に薬事法が改正され、この前後に日本医療

機器協会（以下、日医機協）の法規委員になりました。

当時は、ケイセイ医科工業㈱の植竹強現取締役会長

が、今の薬事委員会の前身の法規委員会の委員長を

なさっていて、そこで薬事に関するイロハからご指

導を受け、とても勉強になりました。その後も、薬

事委員会と名称が変わっても、この委員会には今日

まで約10年間ずっと続けてお世話になっています。

今は、及ばずながら委員長を務めさせていただいて

います。

■社長就任を機に60周年式典とマレーシア進出も

―秋山製作所の社長としての抱負をお聞かせくだ

さい。

中島　秋山製作所では、２代目の秋山郁夫社長に、

初めは補佐、それから側近のような仕事をさせてい

ただき、大変可愛がっていただいて、いろいろお世

話になりました。

最近になって薬事法改正やリーマンショックなど

いろいろ厳しい問題が相つぎましたが、２年前の平

成24年に当社の代表取締役社長に就任して、昨年９

月には、当社の設立60周年の式典を帝国ホテルにお

いて内々で開催することができました。お呼びしま

せんでしたが、日頃お世話になった関係各位の皆様

には大変感謝しております。

最近は海外進出を考えて動いています。ちょっと

前にマレーシアに販促会社を出しましたが、そこに

進出しようと思っています。マレーシアは、それま

では実情と合わない医療機器と医薬品を一緒に扱う

法律がなくなり、2011年２月に医療機器法を制定し

ました。今、日本の医療機器市場もパイが限られて

いるので、うちはプライベート病院が躍進し、より

質の高い医療機器を求める傾向にあるマレーシアに

進出し、その後は２億人の人口を抱えるインドネシ

アへも市場拡大を図ろうという夢を描いています。

―今、その足がかりができたところですね。ほか

にはいかがでしょうか？

中島　私は会社を大きくしたいんです。なぜかと言

いますと、大きくするというのは、単に利益をもっ

と上げようというのではなく、今、盛んに CSR と

呼ばれているような社会的責任を果たせるような企

業にしたいからです。事業活動においては利益だけ

を優先するのではなく、顧客はもとより従業員、地

一般外科用／整形外科用／形成外科用／眼科用の縫合針
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域社会等、さまざまな関係を重視しながら社会的責

任を果たしたい。それが今、皆さんに支えられてあ

る企業の負うミッションだと思うからです。

それを達成するのは会社の規模がある程度まで拡

張されなければなりません。そうなってこそ発言力

も増し、リーダーシップも取れるようになり、社会

的責任を果たすことのできる企業になれるからです。

―では、昨年５月からほぼ１年になる日医機協の

副理事長をなさっての感想をお聞かせください。

中島　ここのところ１年間、日医機協の副理事長と

いう大役をお引き受けして、今村清理事長や田中一

嘉副理事長と共に行動させていただく機会がずいぶ

ん増えてきました。例えば、一般社団法人日本医工

ものづくりコモンズなどとの連携で、日本各地のもの

づくり企業の方たちはじめ、多くの方々にお会いで

きまして、とても良い機会になったと思っています。

―ではほかに現在の医療機器業界を取り巻く、医

療行政などについてどう思われますか？

中島　厚生労働省に関して言いますと、当社が一番

困ったのは、かつての BSE 問題が出たときに出さ

れた腸線縫合糸の自主回収の指示でした。うちだけ

でなく、これは10社以上が自主回収していたのです。

―と言いますと ?

中島　それは、BSE 問題が出る前までは、体内で

溶ける手術用の縫合糸は牛の小腸を素材にしたカッ

トグッドを製造していたんです。その昔は羊の腸を

使ったカットグッドの縫合糸でしたが、これは高価

なため、近年は牛や豚の腸や小腸から造っていたの

です。このカットグッドは体内でアミノ酸に分解さ

れ溶けてなくなります。それは溶け始めて糸として

の役目が終わる時間によって２種類に分かれます。

一つはプレインが１週間、もう一つはクロミックが

３週間です。ですから手術用としては最適なのです

が、日本で BSE 問題が発生してからは、日本での

販売が中止されたのです。当社のはフランス産の牛

腸でしたから、日本で BSE 騒ぎが起こる前に薬事

法上、安全性の担保のためにフランスに視察に行き

ましたが、フランスではすでに BSE による規制が

解除されていて輸入してもまったく差し支えはなか

ったんですが、日本は絶対ダメだと言う。カットグ

ッドはどのメーカーも自主回収となり、結局、縫合

糸はアメリカの外資系企業の合成吸収糸の一人勝ち

になりました。

カットグッドですが、当時、フランス商務省はす

でにフランス製のものの生産を許可していました。

私も輸入先のリヨン郊外の工場に足を運びました

が、フランスでは BSE はもう過去の事件で、シャ

ンゼリゼでは血の滴るステーキを食べているパリジ

ェンヌの姿もあり、とても驚いた記憶があります。

今、カットグッドを生産しているのは韓国です。

韓国はペルーから原材料を買って作り、ヨーロッパ

にも輸出しているくらいですが、医療機器法が日本

に先んじて制定されているくらい医療機器に対して

寛容ですから、さすがですね。

■医療機器の承認システムの合理化を

―では、最後になりますが、日医機協の薬事委員

会委員長としての思いをお聞かせください。

中島　今、薬事委員をしている立場から言わせてい

ただければ、日本の医療機器産業というのは、安倍

政権の３本の矢のうちの一つですから、医療機器産

業を盛り立てていくためにも医療機器の承認審査

の迅速化をお願いしたいです。やはり独立行政法

人医薬品医療機器総合機構（略称 PMDA）などが

問題なのは医療機器の承認申請をしている期間に

PMDA の担当職員に異動があると、すべて申請を

最初からやり直さなければならないなんて耳にした

ことがありますが、もう少し医療機器産業を産業と

して大事に考えてほしいと思いますね。

そうしたデバイスラグを解消するには、これから

は医療機器の承認は経済産業省の管轄でやってほ

しいとまでは言いませんが、（一社）日本医工もの

づくりコモンズの活動や医療機器産業への深い理解

があるところにその役目を引き受けてもらうことも

必要ではないでしょうか。そうしないと韓国やマレ

ーシアのような医療機器産業に理解のある諸外国に

追いつかなくなってしまいます。高齢化はますます

押し進むわけですし、産業の先行きが不安視される

中で、そのことは医療機器の市場が広がることにも

つながるわけですから、ぜひ医療機器の承認システ

ムを合理化し、医療機器産業を盛り立ててほしいで

すね。　　　　　　　　　　  （文責・広報委員会）
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当協会は、昨年に引き続いて今年も三重県ものづ

くり企業との交流・展示会を５月15日㈭の午後12時

50分より、医科器械会館２階のセミナーホールにお

いて開催した。

まず第１日目の午後12時50分から開かれた開会式

では、主催者を代表して当協会の今村清理事長が、

「皆さんこんにちは、昨年の７月25日に三重県の方

とお会いしたわけですけれども、その後、11月に四

日市にもお邪魔して皆さんとも顔見知りになってき

ました。私も任期としては、来年の３月までですが、

今回、またこのような催しができ、しかも２回目とい

うことで大変楽しみにしています。先日、ここの会

場のすぐそばの東京医科歯科大学で三重県さんが展

示をされたときにも見学に行かせていただきました。

そのようなことで、三重県の方とのマッチングは

私どもでは一番回数が多く、知り合いになってこら

れたと思います。それが、だんだんに医工連携とい

う成果につながってくればということです。場合に

ものづくり企業との『医工連携』推進企画

「三重県ものづくり企業と医療機器メーカー等との交流・
展示会 in 本郷」開催

よっては待っていたようにマッチングできることも

ありますけれども、何せ、日本人はせっかちですか

ら、昨年７月に始まったばかりで、もう何とかなら

ないのかということもありましょうが、これから少

しずつ、３年か、５年ぐらい経つと素晴らしい成果

が出てくると思いますので、それまでどうぞよろし

くお願い申し上げます。

最近知りましたが、国学者の本居宣長が三重県の

方で、医者だということです。そのように三重県は

昔から医療に対しての深い理解があったのだなと思

っております。そして、最近は中国はじめ、外国の

方々も盛んに三重県を訪れていると聞きましたが、

ぜひわれわれも中国などに売り込めるような商品を

皆さんと協力して開発していきたいと思います。

医工連携というのは、海外に出せるような商品を

工夫して作ろうというのが、もともとの狙いですか

ら、国内だけでなく、海外に発信するということを

目標にしたいと思います。

展示会風景
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また、昨年まではこの本郷の医療機器の生産地を

本郷村と呼んでいたのですが、今年の新年会から

“メディカルヒルズ本郷”と名付け、ヒルズ族にな

りました。メディカルヒルズ本郷というのは、東京

では山の手と言いますが、上野が出っ張り、本郷が

出っ張り、皇居が出っ張って、高台ですので、皆さ

んどちらかと言えばバレー構想と呼んでやっていま

すが、当協会はヒルズ構想のもとにやっていますの

で、メディカルヒルズ本郷から新しい医療機器を発

信するんだという気持ちでやっていただきたいと思

っています。というわけで２日間、よろしくお願い

申し上げます」と挨拶した。

次いで、同じく主催者を代表して三重県健康福祉

部次長の増田直樹氏が、「先ほど今村理事長が言わ

れたように今回は２回目ということで、本当うれし

い限りです。ほかの県に先んじてどんどんやってい

けたらなということです。

平素は、私ども“みえライフイノベーション総合

特区”の推進には十分ご理解をいただき、本当にあ

りがとうございます。また、本日は関東経済産業局、

中部経済産業局、それから（一社）日本医工ものづ

くりコモンズの後援のもと、商工組合日本医療機器

協会様とともに“三重ものづくり企業と医療機器メ

ーカー等との交流・展示会 in 本郷”を開催させて

いただく運びになりまして、ありがとうございます。

皆様方本当にお忙しい中、このように多数ご出展

いただき、お礼申し上げます。私どもは医療機器の

開発事業を進めておりまして、その中で本郷との連

携は必須なことだと思っています。と言いますの

三重県健康福祉部の増田直樹次長の挨拶

も、医療のニーズを一番知っているのが、この本郷

の医療機器メーカーさんですから、この展示会もそ

の一環ということで開催させていただいているわけ

です。去年も展示会をさせていただいたところ100

名以上の方のご参加がありましたし、本当にいろん

な成果が出ています。

今年もまた25社のうち新規が13社、岐阜県の企業

さんも新たにまた２社参加ということです。どんど

んお仲間が増えているところですので、ぜひこの２

日間が皆様方にとって本当に良い機会に、良い日に

なりますように祈念して、私のご挨拶とさせていた

だきます」と挨拶し、交流・展示会がスタート、商

談会場も併設され、多くの来場者で盛況な２日間と

なった。

展示会風景
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当協会の今村清理事長と中島孝夫副理事長は、去

る４月23日㈬、青森県庁商工労働部新産業創造課の

招きで、三村申吾青森県知事を表敬訪問した。今村

理事長からは、昨年８月末に開催した「青森ものづ

くり企業との連携推進・マッチング会」に26社が参

加いただいたことへの謝意を表し、今後も青森県と

の連携を継続するようお願いした。三村知事から

は、青森県は、医療、工業分野での産業振興を戦略

の重点に置いており、ぜひ今後もお互いの関係を維

持・発展させていきたい旨の抱負を頂戴した。

三村知事は、東京大学文学部出身で本郷にも大変

詳しく、会談は、40年近く前の本郷周辺の話で大い

に盛り上がり、ぜひ、次回は本郷でと締めくくった。

また、これに先立ち、同県商工労働部の馬場良夫

商工労働部長、21あおもり産業総合支援センターの

吉崎秀夫理事長と面談し、今年度の青森県との医工

連携推進事業に関する提案を行い、前向きに検討す

るとのコメントをいただいた。

その後、午後は地域の特定機能病院として注目を

浴びる弘前大学医学部附属病院を訪問し、藤哲院長

と青森発の医療機器開発に向けた意見交換を行っ

た。皮膚科、形成外科、整形外科をはじめ４名の教

ニューストピック　

今村理事長、中島副理事長が青森県知事並びに
弘前大学医学部附属病院長を表敬訪問

三村青森県知事(右)と固い握手をかわす今村理事長

授と面談し、具体的な医療機器開発ニーズをお伺い

し、事業化に向けた連携可能性について具体的な案

件を複数持ち帰ることができた。

また、弘前大学と県、民間企業が連携した新しい

企画についてCOI 研究推進機構の村下公一教授と

も意見交換を行った。さらに、弘前市役所で弘前市

が進める医療機器産業政策について意見交換を行

い、有益なこの日の訪問になった。

今後、当協会は青森県との協力関係をより一層深

め、医工連携推進事業に協力し、７月24・25日に「本

郷展示商談・マッチング会」を行う運びになった。 
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■日蘭貿易の振興で国家再建へ

シーボルトが長崎に着いたのは、弱冠27歳の時、

文政６年（1823）８月11日のことである。来日の名

目は長崎の出島にあるオランダ商館医としての役目

であった。商館医というのは商館員の健康管理が主

な役目であり、ほかには商館長を補佐して日本側と

の折衝や文化交流を図る任務もあった。しかし、そ

うした表向きの理由の裏に、当時の日本の国民性、

産業・経済、文化、そして海防や武力の水準などを

調べ、地理や自然全般にわたって日本の全体像を把

握するように、という使命があった。オランダは、

日蘭貿易の振興を通じて国家再建を目標に掲げ、そ

のための予備知識となる学術的情報収集をシーボル

トにゆだねたのである。

そこでシーボルトはオランダのアジア進出拠点で

あるバタビア（現インドネシアのジャカルタのこと、

オランダ領になる前はジャガトラという呼称）から

日本をめざして出帆した。その際、医官として日本

で診療や施術の活動を行うために医療器具を携行し

て来たが、それだけでなく日本に関する多くの文献

を渉猟し、それらも携えてやって来たのである。

当時は、オランダ人以外は鎖国中の日本に入国で

きなかったため、シーボルトはオランダ人と偽って

来日したが、実際はドイツのヴュルツブルク生まれ

のドイツ人であった。生まれたのは1796年で、その

年にはヴュルツブルクの近郊でオーストリア軍とナ

ポレオン率いるフランス軍との衝突が起こり、名医

であったシーボルトの祖父は、３人の息子たちと共

に負傷兵の治療に駆けつけたという。

シーボルトは、フィリップ・フランツ・バルタザ

ール・フォン・シーボルトという長い名前を持って

いたが、そのうち姓に当たるのはフォン・シーボル

トである。シーボルト家は医家の家系で、祖父だけ

でなく父親も医師で

あった。父親はシー

ボルトがわずか２歳

の時に結核で亡くな

ったため、母はヴュ

ルツブルクの大聖堂

の司祭である兄のも

とに身を寄せ、その

家でシーボルトは育

つ。やがてヴュルツ

ブルクの高校を卒業

し、名門のヴュルツブルク大学医学部に進んだ。

そこで、シーボルトは父の幼友達であり、大学医

学部で解剖学を専門にしていたデリンガー教授の家

に住み込むことになり、医学部で外科学をはじめ、

内科学、産科、生化学、薬理学、病理学を学んだ。

さらに植物学、動物学など自然科学全般や地理学、

民俗学など広範囲にわたる学問をも身に着けた。

こうして蓄えた数々の知識は、シーボルトが来日

して門人らと交わり、彼らに学問を教える際に大い

に役立つことになる。

大学卒業後は、一時ドイツの小さな町で医院を開

業していたが、多くのドイツ人の例にもれず遠い辺

境への思いに胸を焦がしていた。そのため当時遠洋

に進出していたオランダに望みを託し、オランダの

軍医総監を務めていた亡き父の教え子のつてでオラ

ンダのハーグの医官に任官する。その後、蘭領東イ

ンドのバタビアにわたって日本を目指すことになっ

たのである。ちょうどその頃、バタビアではカペレ

ンが総督に就いていて、日本に派遣すべき青年医師

を探していた。そこでカペレン総督は、赴任してき

たばかりのシーボルトに白羽の矢を立て、シーボル

トを長崎に派遣して日本の国情を徹底的に調査して

くるように命じたのである。

シーボルトとその蘭学の勃興期 上
長 田 　茂

西洋医聞録

フォン・シーボルト肖像
（長崎歴文化博物館蔵）
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シーボルトは来日に当たり、お守りとして恩師の

デリンガー教授の頭髪を一束もらい受け、それを携

えて来ていたが、シーボルトの逸話はほかにもあっ

て、それは大学当時から大変酒好きで、血気盛んな

面があり、そのためいくつも決闘を行って、傷が体

のあちこちに30数か所ほどもあったという。そうし

た武勇伝も伝わっている。

シーボルトはドイツ人であったから、そのオラン

ダ語はドイツ語なまりがひどく、通訳係のオランダ

通詞が最初にシーボルトに対面した時に、過去にも

オランダ人と偽って入国したベルギーの医官がよう

に、シーボルトもその例にならってオランダ人でな

いのではないかと疑いを抱かれた。しかし、商館長

のとっさの気転でシーボルトは山地オランダ人と詐

称し、そのためになまりがひどいという言い訳を用

いて通詞たちの疑いを退けたのである。

通詞というのは商取引の関係上、17世紀初頭に自

然発生的に生まれた通訳を業にする者のことであ

る。その役目・組織が整うのは17世紀末を待つこと

になる。貿易業務の処理と通訳が主な仕事であった

が、自然と西欧の自然科学や医学を学び取り“紅毛

流医学”（オランダ人の髪の毛が紅いことからそう

呼ばれた）を伝えた。役目柄、日本の文化や地理、

医療に関する情報をオランダ側に提供したが、その

実、オランダ人の動向を監視するスパイめいた役目

も負っていた。通詞の家系の代表的なものを挙げれ

ば、吉雄、楢林、本木の名が挙がるが、これらはい

ずれも代々、医業を継いで来た家系といわれている。

ところで、当時の西欧におけるオランダの存在は

いかなるものであったか。当時、オランダはナポレ

オンの軍門に下り、フランスの支配下に甘んじてい

た。しかし、ナポレオンが失脚すると再びオランダ

王国として独立し、イギリスの支配下にあった旧オ

ランダ領東インドもオランダ領に服し、そのためオ

ランダは新たに植民地貿易政策を展開する必要に迫

られていた。しかも、かのラッフルズ卿がバタビア

を占領して以来、日本におけるオランダの地位には

陰りが出始めていたこともあり、そのためこれを機

にオランダの失地挽回を図り、日蘭貿易の復興を急

ぐ状況にあったのである。

■出島の商館医シーボルトと門弟たち

シーボルトを含むストゥルレル団長たち一行は、

三色旗をなびかせたオランダ船「三姉妹」号に乗っ

て長崎港に入港した。長崎港は、奥には山々が控え、

良く耕作された棚田が並び、緑も深く、異国人の誰

出島を描いた“長崎阿蘭陀屋鋪図”（立正大学図書館田中啓爾文庫蔵）
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しもがその美しさをたたえる風光明媚なたたずまい

を見せていた。シーボルトは出島に着くや、早速、

持ち前の科学的好奇心を発揮して日本特有の植物や

生活用品など諸々の資料収集に励むことになる。

出島は、寛永13年（1636）に長崎の有力町人25人

の出資で、海を埋め立てて作った扇形の人工島であ

る。その面積は約4,000坪、陸側は約173メートル、

海側は212メートル、奥行き60メートルの規模の土

地であった。当時は、長崎市内に住んでいたポルト

ガル人やスペイン人を収容して南蛮屋敷と呼ばれて

いたが、キリシタン禁制によって南蛮人を退去させ

てからは一時、無人島に化していた。その後、寛永

18年に平戸で貿易を行っていたオランダ商館が移っ

て来てオランダ屋敷と呼ばれた。その敷地内には商

館長の屋敷やシーボルトの居宅となった外科部屋な

どのいくつかの洋風建物があったが、それ以外の65

棟は２階建ての日本建築で、２階を住まいに、階下

は倉庫であったが、それは次第に洋風の建築に移っ

て行った。ほかには薬草が植えられた植物園も備わ

り、周囲には高い板塀を巡らせていた。

出島はオランダ船が着くと活気に包まれる。オラ

ンダからの輸入品は、貿易が始まった当初は生糸で

あったが、その後、日本で生糸の生産が本格的に始

まると砂糖が主力になった。そのほか、毛織物、綿

織物に皮革やガラス製品、時計、眼鏡などの先進国

の技術の粋を集めた製品が輸入された。そのうち医

薬品類は、染料、香料、薬の３つを合わせても、輸

入全体の数パーセントを占めたに過ぎなかった。薬

品の中で変わったものではミイラもあった。それを

煎じて不老長寿の妙薬として飲んでいたという。

一方、日本からは、銀、銅、薩摩藩の樟脳（楠―

クスノキから作る防虫剤、医薬品）、醤油、陶磁器

などが輸出され、純度の高い良質の銀が流失し、オ

ランダ経済を潤した。

オランダ船が入港してからはしばしば出島で新旧

の商館長を中心に酒宴が張られた。

その席に遊郭として日本屈指の規模を誇る長崎丸

山から選りすぐりの遊女が顔をそろえた。丸山は江

戸の吉原、京の島原、大坂の新町につぐ花街で、遊

女たちは、銀糸の刺繍が施された衣服に、珊瑚珠が

ちりばめられた帯を締め、天下一と謳われた豪華な

衣装を身にまとい、妖艶な姿で宴席に臨んだ。

丸山の遊女の中でも美人の評判が高かったのが、

其
そのぎ

扇であった。其扇は酒宴に出ていたシーボルトの

目に留まる。園扇は本名を楠本滝と言った。父の佐

兵衛が長崎の銅座町でこんにゃく屋を営んで多くの

奉公人を使っていたが、商売が振るわずに借財した

ことから家を人手に渡してしまう。佐兵衛は７人の

子供を抱え、万策尽きて長女・つねを遊女奉公に出

し、次いで、つね以上に美人の誉れの高かった滝も、

丸山遊郭でも格式のある引
ひけたやかかえ

田屋抱の遊女に出す。そ

こで滝は15歳で園扇という源氏名でオランダ行きと

呼ばれるオランダ人相手の遊女になった。（吉村昭

著『シーボルトの娘』）

遊女はカタコトのオランダ語と従僕に対してのマ

レー語を駆使していたが、中でも園扇はオランダ語

の感覚もするどく、次第にそれを習得する。商館の

宴席では、美人の誉れと共にそうした会話の力も手

伝ってシーボルトを魅了し、二人の間に愛が芽生え、

やがて二人は出島での暮らしを共にする。

医術に戻れば、シーボルトは出島に着いてすぐ２

週間ほどで日本に天然痘が流行しているのを知っ

て、自らバタビアから携行してきた痘苗で種痘を試

みた。しかし、これは痘苗が腐敗し、効力を失って

失敗に終わる。そこで自らバタビアに赴いて痘苗を

持ち帰ろうと主張したが、周囲の無理解ゆえにそれ

はかなわなかった。

シーボルトの前任のオランダ商館医のチューリン

フも、やはり種痘を試み、失敗していて、種痘が日

本で初めて成功するのはシーボルトの後任の医官モ

ーニッケを待たなければならなかった。ちなみに、

オランダ商館医はそのほか、ケンペルやツユンベリ

ーなどの優れた学者もいた。そうした商館医は日本

が開国し、商館が領事館にとって代わる安政６年

（1859）までに約150人が来日している。

このようにして最新医学をもたらすシーボルトの

もとには若い優秀な医家がぞくぞくと集まってき

た。その背景には、出島砲台の責任者で、出島係り

の町年寄・高島四朗太夫茂起（幕末に高島流砲術を

広めた高島秋帆の父）とその弟の尽力があった。二

人は、医家を通詞の従者として出島で学ばせるこ

とができるよう長崎奉行に働きかけ、その許しを
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シーボルトの眼科手術器具（伊東昇迪旧蔵）

得た。

出島にやってきた医家には、湊
みなと

長安や美馬順三が

いた。長安は、奥州石巻の対岸にある湊千軒の出身

で、江戸で医術を学び、前オランダ商館長ブロムホ

フの一行が江戸参府を行った時には日本橋本石町の

長崎屋に出向き、ブロムホフの知遇を得た。長安は

後に長崎に遊学し、そこでブロムホフからシーボル

トを紹介されるのである。

一方、順三は阿波の出身で京都に遊学し、日本で

最初に鉗子分娩の手法を取り入れた加賀流の産科を

学んでいた。その後、医家にとって憧憬の地である

長崎に赴き、オランダ通詞の中山作三郎のもとでオ

ランダ語はじめ、シナ語や天文学を学んでいた。こ

こで中山を介して商館長のブロムホフと交わり、シ

ーボルトを紹介された。そこで、長安と順三の二人

はシーボルトの外科部屋を度々訪れ、医術の伝習を

受けることになる。

順三はシーボルトに会って間もない頃、京都遊学

中に学んでいた加賀流の産科と日本独特の産科の述

語を解説した論文を作成し、シーボルトに提出し

た。シーボルトは、安政７年（1824）、これを「日

本産科学に関する若干の問題についての長崎の私の

門人・医師・美馬順三による回答」と題して『バタ

ビア芸術科学協会会報』に投稿し、同誌に掲載する。

しかし、翌安政８年に順三はコレラにかかり、若く

して命を落とす。享年31歳であった。

そこで、この塾頭も務め、優秀な片腕の順三の死

を悼んで、シーボルトは叔父が編集主幹であるドイ

ツの『助産術・婦人病・小児病雑誌』の1826年６月

号にこの論文の掲載を薦め、掲載に至るが、さらに

その仏訳はフランスでも掲載され、西欧の学会に美

馬順三の名で日本の産科学を紹介することができた

のは、シーボルトの功績と言っていい。

高良斎はオランダ語に秀で漢語も巧みで、しかも

養子先は代々の眼科医の家であり、そのため本草に

関する知識も豊富であり、医学だけでなく理科の学

問にも習熟していた。

通詞の中で最もオランダ語に通じていたのは、吉

雄権之助であった。権之助はスゥエーデン人医師の

ツュンベリーから学んだカテーテルによる導尿法を

駆使した吉雄耕牛の子であり、オランダ語を巧みに

操って、それを美馬順三や高野長英などシーボルト

の門人たちに教え、その上、シーボルトの日本語の

教師も務めるほどの能力があった。

しかも権之助は前々代の商館長ドゥーフの著した

蘭日辞典『ドゥーフ・ハルマ』の作成にも中心的な

役を務めていた。『ドゥーフ・ハルマ』は貴重な辞

書であり、蘭学塾として世に聞こえた緒方洪庵の適

塾にも１冊しか保管されておらず、塾生たちは奪い

合うようにしてこの辞書で学んだが、各所から持ち

込まれた辞書の写本の依頼は、塾生たちの良い収入

源となったといわれている。

■シーボルトの使った医薬品の数々

シーボルトは毎日出島に通ってくる塾生に医術を

伝授したが、日増しにその数が増え、出島の部屋は

手狭で困った。翌年、新しくオランダ商館長となっ

たスチュルレルは、長崎奉行の高橋越前守重
しげかた

賢にシ

ーボルトが市中に出て医学を広めることを許してほ

しいと伝えた。というのは、オランダでも有数の医

師であるシーボルトを日本に派遣したのは西欧の優

れた医療を日本に広めたいからであり、それには広

く市中への立ち入りを許してもらい、医療活動を自

由に展開させてほしいという申し出を行った。

それは意外なほど簡単に了承され、シーボルトは

蘭方医の吉雄幸載や楢林栄建、宗建の塾で診療と講

義を行うことが可能になった。どちらの塾も出島か

ら20分足らずの所にあったが、シーボルトはそれぞ

れの塾に週２日ほど出向き、塾生を同室させて午前

中は診療と手術、午後は基礎医学と自然科学全般を

講義した。

最初の治療は腹水穿刺であり、続いて、陰嚢水腫、

口唇裂、乳がんの手術を行った。中でも特に多い疾
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患は眼病や皮膚病だった。シーボルトの臨床経験は

それほど豊富でなかったものの、手術の腕前はそこ

そこのレベルに達していた。手術の失敗も幾つかあ

ったが、多くの患者が彼の手で救われた。手術にお

いては、吉雄幸載や楢林栄建が助手を務め、シーボ

ルトは手技を行う際には、その都度、それを解説す

る言葉を口にする。それを通詞が逐一日本語に訳し

て塾生がこまめに手帳に記した。

そうした講義方式はヴュルツブルク大学の医学部

でシーボルトが実際に受けていた臨床講義の方式で

あったので、講義を受ける身にはわかりやすく、塾

生たちは熱心にその講義を聴講した。

当時のシーボルトの処方の一部を紹介してみ

よう。

眼病の男性にはベラドンナエキス、アヘンチン

キ、塩酸重土、ローズ水ないしカミツレ水の目薬を

１日３回、点眼。梅毒患者はタンポポの根の液、忍

冬、山
サンキライ

帰来、キナ皮、大黄を３分の２の量に煮詰め

て毎日、朝晩、小さい茶飲み茶碗１杯分を摂る。疥

癬の患者は、ヨードカリ、甘草末、マグネシア、砂

糖を散薬として１日１包を服用するというものであ

った。

これら薬品の中でも主なものの効用を挙げてみる

と、まず、梅毒の治療に使った山帰来という薬は、

中国南部に産する、つる植物の根で江戸時代は中国

からの輸入が最も多く、中国から西欧にも輸出され

ていた薬である。大黄はと言えば、中国などに分布

するタデ科の多年草で日本でも栽培され、下剤や抗

菌、抗炎症作用がある。マグネシアは酸化マグネシ

ウムのことで、制酸、下剤、胃、十二指腸潰瘍、胃

炎などに効き、使用量によって制酸、下剤の作用に

分かれるという。

■日本各地へ西欧の科学知識を発信した鳴滝塾

シーボルトの医学講義は日本で最初に行われた体

系的な医学教育であり、シーボルトの評判を聞き及

んだ医家たちが、遠路はるばる重病の患者を伴って

長崎にやって来て、診療を受けさせ、その後、医家

たちは塾生に混じってシーボルトの講義を聴くのが

常だった。

そのため楢林の家塾も手狭になり、講義用にもっ

鳴滝塾舎之図（長崎大学附属図書館経済学部分館蔵）

と大きな家を探していた。ちょうどそこに長崎東郊

の鳴滝に畑地を借りて２階建ての別荘を建てていた

通詞の中山家が、その別荘を提供する。そこで鳴滝

塾が開設される運びになり、長崎に遊学した塾生た

ちが寄宿し、講義を受けた。文政７年（1824）10月

初旬のことである。

鳴滝塾は急峻な山腹に棚状に広く突き出した地に

あり、そこからは深い渓谷と谷底を流れる清流を望

むことができた。出島から2.5キロメートルほどの

距離にあり、シーボルトはその道をたどりながら、

途中に生えている草木や動物の標本を集めることが

できたという。

６千坪の敷地には各地で採集してきた薬草が栽培

され、塾の母屋は木造２階建てで、１階の10畳を講

義室に、２階は順三たち４名の居室となった。母屋

の隣には板敷の平屋建てが造られ、表を診療所兼研

究室に充て、裏を臨床講義室に充てた。

鳴滝塾に寄宿した塾生は、阿波の美馬順三、高良

斎と周防の岡研介、伊予の二宮敬作の４名であり、

ほかの塾生はそれぞれが属する塾から鳴滝に通っ

た。前述のように４名の中でも順三は学力だけでな

く人望も兼ね備えおり、そのため塾頭に就いた。

シーボルトが塾生に教えた医学は、当時の最先端

を行くドイツ医学であったから、しかも、それは今

までのような机上の蘭学ではなく、塾生たちが臨床

を実見できたので、これを機に蘭方医学は大きな飛

躍を遂げて、こうして山間の地・鳴滝から日本各

地へ西欧医学や科学技術が発信されて行くことに

なる。                                         （PR誌編集者）
筆者注：参考文献・資料等は次号に記載します。
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樋口一葉と文京区との関わりは、
漱石よりもずっと深いかもしれな
い。生涯に12回も引っ越したといわ
れている一葉は、文京区に３回も住
んでおり、累積すると10年以上にな
る。24歳で世を去った一葉にとって
は、文京区は、もっとも親しい場所
であったはずである。
一葉は日本で初めての女流職業作

家であり、平成16年には、五千円紙
幣に肖像が採用されたことでも有名
であるが、その珠玉の作品は、現代
の私たちにはかなり取っ付きにく
く、最近の若者は、ほとんど読んで
いないのではないだろうか？　この
稿を書くに当たり、あらためて読み
直してみると、何だか悲しくて、胸
がいっぱいになってしまう。生活に
苦労して、生涯一度の恋も結ばれる
ことなく、「奇跡の14ケ月」といわ
れる短期間に、数多くの名作を残し
て死んでいったことが浮かんできて
しまうからかもしれないが、何とも
いえない余韻と才気があふれた文章
であり、心に残る作家である。
一葉は、明治５年に現在の千代田

区で生まれたが、４歳から９歳まで

の少女時代を、東大赤門の道路を隔
てた向かい側の法真寺近くで過ごし
ている。その頃は家庭も比較的裕福
であり、おそらく一生の中で、一番
恵まれていた頃だったのであろう。
一葉は、倉庫で『南総里見八犬伝』
等の本を読みふけったり、２階の窓
から境内の桜を眺めたりしていたそ
うである。本郷小学校に入ったが、
その後私立吉川学校に移ったという
記録がある。その頃の情景を思い出
したのであろうか、『ゆく雲』の中
で、次のように書き残している。
「腰衣の観音さま、濡れ仏にてお
はします御肩のあたり、膝のあた
り、はらはらと花散りこぼれて、前
に供へし樒

しきみ

の枝につもれるもをか
しく」

ついでながら、あまり知られてい
ないこの小説は、山梨から東京に出
てきて居候をしている男と、その家
の連れ子の娘との淡い恋を描いたも
のである。男は山梨の許婚のところ
に戻ってしまうことになるのだが、
まるで一葉の気持ちを表したような
下記の名文が有名である。
「世にたのまれぬ男心という、そ
れよ秋の空の夕日にわかに掻きく
もりて、傘なき野道に横しぶきの難
儀さ」

17歳のとき父親が亡くなり、一葉
は、戸主として家計を背負いなが
ら、好きな文学に挑戦していた明治
23年（18歳）から26年にかけて、菊
坂下町に住んでいた。ここで、母や

妹とともに針仕事や洗い張りをしな
がら、小説で収入を得ようと勉強し
ていた。たまたま、針仕事の得意先
の一人が、東京朝日新聞の記者であ
り小説を書いていた半

なからい

井桃
とうすい

水であっ
た。一葉は、桃水の住んでいた西新
橋まで、大きな風呂敷包みを抱え
て、徒歩で届け物をしていた。以前
に漱石が本郷から両国の水泳場まで
歩いたことを紹介したが、昔の人の
歩く距離は、交通網が発達した現代
では想像できない。
しかし、一葉が桃水に出会うの
は、もっと後であり、人を介して小
説の指導を依頼してからである。一
葉は、初対面のときから桃水に魅せ
られ、上野の図書館に通って勉強を
続け、１年後にようやく書き上げた
処女作『闇桜』の原稿を抱えて、大
雪の中を厭わず、当時麹町に移って
いた桃水に届けた。桃水は、同人雑
誌『武蔵野』を刊行しようと準備し
ていたときであり、その創刊号に
『闇桜』を載せてくれたので、一葉
は文壇デビューすることができた。
この頃の一葉の日記は、桃水のこ
とで埋め尽くされており、恋しい桃
水が近くの西方町に越してきてから

文京区と一葉
㈱メディカルタウン 代表取締役

井上　政昭

■寄稿エッセイ

平成16年から五千円紙幣に載る肖像画成 6年から五千円紙幣に載る肖像画

法真寺
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は、２人はしばしば逢っていたこと
であろう。しかしながら、当時は未
婚同士の男女が交際することに対し
ての抵抗感や、周りの人の反対、心
無い世間の醜聞もあり、結局２人の
縁は切れてしまった。
親子３人の生活は貧困を極めてお

り、一葉は近所の伊勢屋質店の常連
であったし、その後よそに転居して
からも、この質屋との縁は一生続い
たといわれている。一葉が亡くなっ
たとき、伊勢屋質店のご主人は、香
典を届けて弔ったそうである。一葉
が住んでいたのは、菊坂でも一番低
い菊坂下町とよばれたところであ
り、一葉も使ったといわれている共
同井戸が今でも残っている。
『花ごもり』という短編は、まさ
に本郷を舞台としており、次のよう
に始まる。
「本郷の何処とやら、丸山か片町
か、柳さくら垣根つづきの物しづか
なる処に広からねども清げに住なし
たる宿あり」

与之助は、母と従妹のお新と３人
で暮らしていた。お新は、両親を亡
くしたため、８歳のときに引き取ら
れ、与之助を兄のように慕っていた
が、年頃になると恋心に変わってき
た。おとなしいお新は、ずっと一緒
にいられることを夢見ており、与之
助も、お新のことを可愛く思ってい
たのだが、息子の立身出世を願う母
親が、金持ちの令嬢との結婚話に心
を動かされ、優柔不断の与之助は、
とうとうそれを承諾してしまう。結

婚を進めるために邪魔となるお新
は、田舎に住む絵師のところに下働
きとして送り出されてしまうのだ
が、何も知らないお新は、早く絵を
学んで与之助の姿を描くのを楽しみ
にして上野から汽車で発っていくラ
ストシーンは、「不憫やお新が心の
内」という文章で終わっている。
３年弱暮らした菊坂から、明治26

年に台東区竜泉寺町に引っ越した
が、開店した荒物雑貨駄菓子屋がう
まく行かず、たった10ケ月で、再び
文京区の丸山福山町（現在は西片
町）に戻って来て、死ぬまでそこで

暮らすことになった。しかしなが
ら、竜泉寺町に住んだときの経験
が、名作『たけくらべ』の中で見事
に生かされている。『たけくらべ』
の内容は、知っている方も多いと思
われるが、念のため紹介いたしまし
ょう。
吉原の遊廓に住む14歳の美登利
は、ゆくゆくは遊女になる運命をも
つ勝気な少女であり、同じ学校に通
っている藤本信如は、龍華寺僧侶の
息子であり、いずれは寺の跡を継ぐ
ことが決められている内向的な少年
である。２人の間には、お互いに淡

一葉が足しげく通った近所の伊勢屋質店

菊坂下町とその井戸
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い恋心らしきものが芽生えていた。
当時吉原の子供たちの間では、鳶

とび

の頭の子である長吉を中心とした集
団と、金貸しの子正太郎を中心とし
た集団に分かれ対立していた。夏祭
りの日、長吉ら横町組の集団は、横
町に住みながら表町組に入っている
三五郎を正太郎の代わりに暴行す
る。美登利はこれに怒るが、長吉に
泥草履を顔に投げつけられるという
屈辱を受ける。
ある日、信如が美登利の家の前を

通りかかったとき、下駄の鼻緒が切
れてしまう。美登利は、家の中から
これを見て、その不器用さにいらい
らしながらも、紅入りの友禅の端切
れを格子の間から投げるが、信如は
これを受け取らず去って行く。
やがて信如が僧侶の学校に入るこ

とを聞く。その後美登利は寂しい毎
日を送るが、ある朝水仙の作り花が
格子門の外から差し入れられている
のを見て懐かしく思う。この日信如
は僧侶の学校に入った。
物語の最後の方で、美登利が急に

元気をなくすのはなぜか、という疑
問について、長年にわたり文学論争
がなされているそうであるが、素直
に読めば、美登利が大人の女性にな
ったことを示しており、それほどの
疑問はない。
間違いなく、『たけくらべ』は一

葉の代表作であり、子供から大人に
移り変わっていく少年少女の心理を
見事に描写している。
もう一つの代表作といわれる『に

ごりえ』には、水商売の女性の日常
生活、考え方、男と女の業のような
ものが生々しく現れている。この小
説を初めて読んだとき、失礼かもし
れないが、経験も乏しい若い娘がど
うしてこんなものを書けるのか不思
議であったが、一葉が最後に住んで
いた丸山福山町には、私娼の宿があ
り、そこの遊女の手紙を代筆してあ
げながら、身の上話を聞いたのであ
ろう。この小説の最後はすごい。
現在の三田線春日駅を小石川方面

口に降りて、白山通りを白山駅方面
に向かって歩くと、その場所には

一葉の碑があり、この辺りで銘酒
屋「菊の井」のお力さんが、通りが
かりの男に声をかけていたかと思う
と、懐かしい限りである。
最後に『大つごもり』を紹介した
い。これも貧乏に苦しんでいる一家
の話である。下女として奉公に出て
いたお峰が、叔父さんを助けるた
め、やむにやまれず２円盗んでしま
う。それが発覚しそうな大ピンチに
陥るのだが、実に見事な結末が用意
されており、あえてここに書くのを
控えるので、ぜひとも読んでいただ
きたい。
一葉の死因は、肺結核である。こ
の病気は、明治以後いかに多くの文
学者を亡くさせたことであろう。と
ころで、瀬戸内寂聴さんは、一葉の
ことを次のように評している。
「ドストエフスキーがばくちです
った借金の返済に追われて書き続け
て古今の傑作を残し、一葉は貧に追
われて一家の糊口のために書き続け
て名作を残した。」
「・・・このごろしきりにおもう
んですけれども、やはり人間の才能
の分量というものはもう決まってお
りまして、早死にする人は早死にす
る時点で持っているものを全部出し
切って死んでいるような気がするん
ですね。・・・一葉は、作品の数は
少ないけれども、明治以後の日本の
若い文壇の中で、女ではただ一人の
職業作家として成功しました。・・・
だって一葉は生きているときにあれ
だけ認められて死んだじゃないです
か、もって瞑すべしだと思うんで
す。」
（日本医療機器協会　薬事委員会副委員長）

三田線春日駅近くの白山通りにある一葉の碑
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本書は週刊『新潮』連載の「がん
の練習帳」の著者による、『死を忘
れた日本人』を改題、加筆・修正し
た、万人にとって不可避である死を
迎えるための“練習”、“準備”の書
である。
死は日本では、以前は８割の人が

自宅でこれを迎えていたが、現在、
85％の人が病院で亡くなり、死はい
つの間にか人の目から遠ざけられ
て、“死の不可視化”と“死の忘却”
に至り、死が現代人にとって受容し
がたいものになってしまっていると
説く。そうした前提に立ち、死を問
い、人体を構成している分子レベル
にまでさかのぼって死を見つめよう
という試みである。
著者は語る。人体の６～７割が水

であるが、水の分子である水素は
137億年前の宇宙の誕生とほぼ時を
同じくしている。酸素の原子も太陽
のような恒星の内部の核融合によっ
てできたものであり、酸素を運ぶ赤
血球中のヘモグロビンの材料である
鉄や、甲状腺のホルモンの合成に不
可欠なヨードも、超新星の爆発によ
って宇宙にまき散らされ、われわれ
の命を支えている。だから、われわ
れが死ねば、人体を構成していた元
素は宇宙に戻る。次いで、人間を生
み出した宇宙そのものの寿命＝死を
語り、人間が生きる時間の本質に迫
る。
著者が挙げるのは、絶対的時間の

存在という錯覚で、これはガリレオ

の発見した“時間の等時性”理論に
縛られた錯覚で、振子があくまでも
その角度が小さい時にのみ近似的に
成り立つ等時性を測定可能な絶対的
時間と考えていることに由来してい
ると指摘する。
時間はそれを生きる生物の種類に

よってもまちまちである。動物にお
ける時間は、その動物の心臓の拍動
によって決まる。拍動は小さな動物
ほど速く、大きな動物では遅い。ネ
ズミは0.1秒に１回で、ゾウは３秒
に１回であり、拍動によって時間が
刻まれるため、ネズミの時間は速く
流れ、ゾウの時間はゆっくり流れる。
どんな動物でも一生のうちの拍動の
回数は15億回と決まっており、ゾウ
も環境さえ整えれば100歳まで生き
られるのだと説く。
多細胞生物である人体では、毎日

6,000億個の細胞が死んでいる。そ
れを補うのが１日数千億回起こる細
胞分裂で、そこで起きるコピーミス
の“死なない細胞”が“がん”だと
いう。“がん細胞”は不死だが、そ
れとは逆に人体（個体）のために自
ら死ぬ（アポトーシス）細胞もある。
アポトーシスという現象は、抗がん
剤や放射線によってがん細胞にそれ
を起こさせると、がん治療が成功す
る。しかし、アポトーシスには一見、
逆の作用もある。細胞分裂を通して
細胞を生み出す親玉格の細胞が“幹
細胞”だが、この幹細胞のDNAが、
放射線や抗がん剤を受ける際にキズ

がつき、修復できない時には不完全
なDNAを後に残さないよう、幹細
胞がアポトーシスを起こす。それが
骨髄や小腸でのアポトーシスで、骨
髄では白血球の減少、小腸では下痢
という激しい副作用として現れる。
そこで副作用に視点を置けば、な
んと日本の抗がん剤の使用量は全世
界の13％であり、“がんとの闘い”
が、いつしか“抗がん剤の副作用と
の闘い”に化してしまっているケー
スも少なくなく、それが日本のがん
治療の問題点だと指摘する。
話題は、８割が天国を信じるアメ
リカ人のような、死を飼い慣らす宗
教を持たない、日本人の心性を危惧
し、戒名や霊安室までに及ぶ。緩和
ケアの専門医として日本は医療用麻
薬の使用量が米国の20分の１で、が
んの疼痛を減らすことが苦手で、患
者は痛みでほかのことが考えられな
くなってしまう。このように、日本
は全人的苦痛を正面から問題にして
いないと警鐘を鳴らし、宗教なき現
代人の死の受容をあらゆる角度から
探る貴重な１冊である。　　   （S.C）

人体を構成する元素から抗がん剤の副作用まで平易に語る
中川恵一著『がんと死の練習帳』（朝日新聞出版刊）

文庫判　並製　256頁
定価　本体720円（税別）
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メディカルヒルズ本郷発達史  2
―『東京医療機器協会 百年史』より

連　載

第４節　シーボルト以降の医学
の歩み

１．長崎に医学伝習所開設

シーボルトの後、長崎に着任した
のは、ベルギーのブルージュ生まれ
のポンペ･ファン･メールデルフォー
ルトであった。徳川幕府は嘉永６年
(1853)のペリー来航以来、国家の防
衛に力を注ぎ、長崎海軍伝習所の設
置を決めた。そのからみで医学伝習
所も生まれた。そして、第二次海軍
伝習の際、軍医教育のためにオラン
ダ人軍医の派遣を要請、これに応え
て安政４年(1857)に着任したのがポ
ンペであった。幕府が日本で最初に
雇用した外国人医師と言える。
ポンペはユトレヒトの国立軍医学

校を卒業後、弱冠29歳のとき、ウイ
ルヒョウの『細胞病理学』を携え、
咸臨丸（当時の呼称はヤーパン号）
に乗船して長崎に到着した。ポンペ
の到着後まもなく、幕府は奥医師で
ある松本良順を協力者として派遣
し、頭取の職に置いた。そのときの
医学伝習所の学生数はわずか12名で
あった。ちなみに現在、長崎大学医
学部では、この医学伝習所における
12名に対し最初の講義が行われた日
とされる11月12日を創立記念日とし
ている。
ポンペはオランダの教育制度にな

らって教育課程を５年間とした。予
科として化学や生物を教え、本科で
は解剖学、生理学、治療学、内科
学、外科学などを教えた。まもなく

ポンペは日本人学生の手先の器用さ
に注目し、その器用さを発揮できる
よう予科の学生に対し包帯術の実習
を加えることにした。
ポンペは医学の基礎を解剖学に置

いていた。しかし、攘夷思想がたけ
なわの日本では、外国人による遺体
解剖は必要以上に民心を騒がせる危
険を伴ったため、やむなくポンペは
遺体ではなく、牛の頭や眼を解剖し
たり、フランスのパリから取り寄せ
た紙粘土製の人体模型（キュンスト
レーキ）を用いて講義を行った。
２年後の安政６年(1859)に幕府の

許可が下り、処刑された遺体で解剖
を行うことができるようになった。
このときは22名の学生と24名の医師
が見学し、日本で初めての解剖学実
習を行った。２度目の解剖では60名
ほどの見学者が集まったが、この解
剖に立ち会い、ポンペの助手役を務
めたのが、前述したシーボルトの娘
の楠本イネであった。

２．本邦初の本格的な病院―長崎

養生所

安政５年(1858)に日本にコレラが
大流行、江戸で２万8 ,000人近くの

死者を出した。この際にポンペはコ
レラの治療法を説いた論文をしたた
め、松本良順がこれを翻訳した。そ
の冊子は日本中に普及したが、こ
れには、発熱に対してはキナ皮を使
用し、激しい腸痙攣にはアヘンの服
用後に温浴をさせることを勧めて
いる。
コレラが初めて日本に入ってきた
のは文政５年(1822)のことであり、
下関から関西に入り、東海道まで達
した。第２次の流行が安政５年で、
これは、米国船ミシシッピー号の長
崎寄港に端を発し、江戸から東北地
方にまで流行した。
ポンペは日本に来て以来、洋式病
院の設立を声高に主張してきた。そ
れがコレラの流行への対策というこ
とも手伝ってやっと実現し、文久元
年(1861)に長崎養生所が完成した。
　長崎養生所は、病室が８室（各室
15床）で隔離室、手術室４室、図書
室、病院事務室、浴室、運動室（リ
ハビリ室）を備えており、熱病、皮
膚病、梅毒、外傷、内科疾患、眼
病、疥

かいせん

癬の患者など120人余を収容
できる日本で初めての本格的な病院
であった。養生所の当初の入院患者
の中には、腸チフス、コレラ、痘瘡
の患者がおり、性病患者病棟は満床
であったとも言われている。場所柄
もあって、外国船の乗組員も入院し
たようであるが、多くは幕府の高官
たちで占められ、病院はあらゆる階
級の人を入院させるべきだというポ
ンペの考えに反するものであった。

松本良順とポンペ（順天堂大学所蔵）松本良順 ポ （順天堂大学所蔵）
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ポンペはこうして日本に本格的な医
学教育を導入し、５年間の滞在の
後、後任のボードウィンに長崎養生
所を託して日本を去った。
ポンペの功績として挙げられるの

はクロロフォルムの日本への紹介で
ある。世界で初めて麻酔剤としてク
ロロフォルムを使用したのはイギリ
スの産婦人科医のシンプソンであっ
たが、その手法はポンペによって日
本に伝えられた。そのクロロフォル
ムによる本邦初の手術は、文久元年
(1861)、伊東玄朴の門人である須田
経哲が行った、理次郎という子供の
右足切断の手術である。
唐突ではあるが、体温計の基にな

った温度計は、1724年にドイツのフ
ァーレンハイトが近代的温度計を最
初に作製し、オランダのプールハー
ヴェが医学に使い、体温の検温の必
要を説いた。坪井信道の著書『診
候大概』(文政９年・1826）におい
て、男女及び年齢を区別して験温計
を用いることを説き、米沢藩医・堀
内素堂に依頼されて２本の寒暖計を
作ったことが書簡に記されている。

３．ポンペの弟子―松本良順の功績

ポンペの弟子の松本良順は、順天
堂の創始者・佐藤泰然の次男として
天保３年(1832)、江戸の麻布に生ま
れた。父の泰然は上総・佐倉で順天
堂を開き、西洋医学の治療を行った
が、良順は助手として父・泰然の乳
がん、脱疽、痔ろうなどの切開手術
にも立ち会いを務めた。嘉永３年

(1850)、幕医・松本良甫の養子とな
り、26歳で長崎に留学し、前述した
ポンペのもとで研鑽を積んだ。長崎
医学伝習所に本格的な養生所が創設
されると、良順は頭取としてそこを
治めることになった。
その後、江戸に赴き、医学所頭取

の緒方洪庵が亡くなると、文久３年
(1863)、医学所頭取の職に就く。そ
して将軍・一橋慶喜が幕末の動乱に
際して心身症にかかり、不眠に陥る
と禁制の阿片を調合して熟睡させ、
慶喜の体調を回復させるという大胆
な治療を行った。
ほかには長崎留学の経験をもとに

医学教育改革を行い、その活動は医
学所だけでなく、広く江戸府内の衛
生制度の改善や軍医制度の創始、医
学館の統括など幕府の医制の広範囲
にわたった。鳥羽伏見の戦いの後に
医学所は戦傷者の治療所となり、負
傷した新撰組の近藤勇や結核の沖田
総司も入院させて治療している。
明治元年(1868)１月、薩摩・長州

の両藩兵を中心にした新政府軍と、
旧幕臣や会津・桑名藩兵を中心とす
る旧幕府軍との間に、京都近郊の伏
見で戦争が起こった。この鳥羽伏見
の戦いに勝利をおさめた新政府軍
は、一橋慶喜を追討し江戸へ攻め上
がった。そこで新政府軍の代表であ
る西郷隆盛と旧幕府軍の代表である
勝海舟の間で話し合いがもたれ、こ
の年の４月、江戸は戦火を交えずに
無血開城されたのである。しかし、
一部の幕臣と会津藩兵はあきらめ切

れずに戦いを続行した。その戦火の
中に松本良順がいたのである。
良順は一橋慶喜の侍医として江戸
を脱出して会津藩に身を投じ、傷病
者の治療に当たった。傷病者の治療
の際に使ったのは、包帯の代わりに
着物の帯芯をほどいたものであっ
た。維新後、捕縛され新政府により
投獄されるものの、医学所一同及び
東京府病院役々一同から助命嘆願が
提出され、１年後には解放されるこ
ととなった。さらに山縣有朋の要請
により陸軍軍医部を編成し、明治６
年(1873)に初代軍医総監となった。
維新後、名を松本順と改称し、資金
を募って早稲田蘭鋳舎（医院）と呼
ぶ洋風病院を創設した。ちなみに、
これは現在の早稲田大学の前身であ
る。温泉入浴の普及や牛乳を飲むこ
とと海水浴をすることなどを日本に
定着させたのも良順の功績である。
東医協の前身の東京医科器械同業組
合が創設される４年前の明治40年
(1907)に76歳で没した。

４．西洋眼科を導入したボードウィン

ユトレヒトの軍医学校でポンペの
恩師であったボードウィンは、文久

幕府奥医師 松本良順 （順天堂大学所蔵）
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２年(1862)、出島に着任して、翌年
からポンペの後を引き継いだ。ボー
ドウィンは眼科の診療を得意にして
おり、ヘルムホルツの発明した検眼
鏡を使用して診療を行い、日本に本
格的な検眼鏡を導入し実地に役立て
ていった。また、硝酸銀やアトロピ
ンなど現在も有効な薬品を使用し
て、トラコーマや白内障、斜視手術
を行った。さらに、養生所に眼科の
手術室を設置するなど、西洋眼科を
導入した。

ボードウィンは、慶応元年(1865)
頃から江戸にオランダ医学の軍医
学校を作ろうと動き始めた。慶応２
年、ボードウィンは幕府医学所の建
設の準備のため一時オランダに帰国
した。その際、イギリスに立ち寄り、
ロンドンで新しい消毒法、卵巣摘出
手術の新知識などを得て、医療用
の器具や器械、薬剤、書籍に至るま
で、医科大学を興すに足るだけのも
のを買い、船便で送り、彼自身は明
治維新早々に横浜に再度上陸した。
しかし、彼が日本に戻ってきたとき
には大政奉還により幕府はすでに政
権を返上してしまっていて、医学校
設立の準備も徒労に帰した。その医
学校創設の夢の実現のため、ボード
ウィンは明治２年(1869)に彼の門弟
でもあった緒方惟準（洪庵の二男）
が院長を務める大阪の仮病院（大阪
大学医学部の前身）に勤め始めた。
仮病院は、明治新政府が新設を予定
した大阪府医学校病院の竣工前に大
福寺に建てられたものである。
ボードウィンは新病院の設計にも

携わっている。当時の官立の医学校
は東京、長崎そしてこの大阪の３校
のみであり、それらとの交流も図り
つつ治療だけでなく、眼科に加え生
理学や内科などの講義を行い、わが
国の初期医学教育の基盤づくりに大
いに貢献した。

５．種痘所の開設と西洋医学

嘉永元年(1848)、オランダ商館医
オットー・モーニッケは、フランス
人ラェンネックが発明した聴診器を
携えて長崎・出島に着任した。長崎
の通詞・品川籐兵衛は、モーニッケ

の指導のもと木製の聴診器を試作し
て成功したと伝えられている。モー
ニッケは来日の翌年、佐賀藩医の楢
林宗建の依頼でバタビアから痘苗を
取り寄せ、宗建は実子への接種、種
痘に成功した。そして、長崎の町中
に種痘所を設けるように長崎奉行所
に願い出て、オランダ通詞会所を種
痘所にして種痘を行った。
この痘苗は天然痘の痕のあばた
が顔に残る佐賀藩主･鍋島直正の子
息たちに接種され、次いで京都の日
野鼎哉、大阪の緒方洪庵、福井藩
の笠原良策らの努力で西日本に普及
した。当時は子供の腕から腕へ植え
継ぎしながら痘瘡を広めたため、福
井藩の笠原良策は京都で日野鼎哉か
ら分け与えられた痘苗を子供に接
種し、雪深い北陸街道を雇った子供
やその親たちと京都から福井まで旅
し、福井に着くと周囲の種痘への無
理解を説くことから始めてどうにか
福井に種痘を普及させた。
この成功を聞いて種痘は全国に広
がり、江戸では安政４年(1857)、
伊東玄朴や大槻俊斉の提唱で82名
の蘭方医が醵金し、神田お玉ヶ池
(現在の岩本町２丁目近辺）に私設
の“種痘館”が設置された。そこは
定期的に種痘を行うなど活況を呈し
ていたが、その年に起きた火災で消
失してしまう。そこで、安政６年、
種痘館を下谷和泉橋通りの藤堂和泉
守上屋敷の隣地に新築（三井慈善病
院を経て現・三井記念病院）し、
翌、万延元年(1860)に幕府はこれを
直轄にして江戸種痘所として解剖
学、薬物学や化学など医学教育を行
った。

種痘諭文（うえぼうそうさとしぶみ）：
文久元年（1861）に官立となった種痘
所が発行した 1枚刷りの引き札（チラ
シ）で、種痘接種を勧める告知文に種
痘所への案内地図を載せている。牛痘
種痘渡来の由来や種痘所の歴史も記さ
れている。（順天堂大学所蔵）

お玉ヶ池種痘所の碑
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翌、文久元年(1861)には大槻俊斉
が頭取を務め、教育、解剖、種痘の
３科に分けて講習を行い、西洋医学
所と改称した。この西洋医学校の頭
取は大槻俊斉から緒方洪庵、そして

松本良順へと受け継がれ、臨床医学
を重視する教育方針に切り替えて、
医学の基本が西洋医学にあることを
謳うために、西洋医学所は単に医学
所と再度改称されることになった。

第３章　明治の医療を取り巻く環境

第１節　外国人医師たちの功績

１．戊辰戦争で奔走した英国人医師

安政５年(1858)、日米修好通商条
約が締結され、神奈川、長崎、新
潟、兵庫の４港が開港され、日本の
事実上の開国がアメリカによって実
現した。それに続いて、ロシア、イ
ギリス、フランス、オランダとも通
商条約が調印され、日本は欧米諸国
と貿易を始めることになった。それ
に伴い領事館、公使館が建ち始め、
日本医学に貢献する公使館付医官も
着任することになった。
慶応３年(1867)、京都近郊では薩

摩・長州両藩を中心とする新政府軍
と、会津・桑名藩兵を中心とする旧
幕府軍の武力衝突が起こった（鳥羽
伏見の戦い)。ここで多くの傷病兵
を出した薩摩藩は負傷者の手当てに
戸惑い、イギリス公使館付医師のウ
ィリアム・ウィリスに治療を行って
くれるよう助力を請うた。翌、慶
応４年、ウィリスは薩摩藩の臨時病
院である京都の相国寺の養源院に運
び込まれた傷病兵を治療、ここで戦
陣外科の本格的手術を行った。その
後、ウィリスは再度京都に入り、重
態であった土佐藩の藩主・山内容堂
の病気をも治療した。
ウィリスは官軍の要請で越後・高

田から会津と、東北地方の傷病兵の
治療にも赴いた。無報酬で官軍、幕
府軍の差別なく1,400～1 ,500名の傷
病兵の治療に当たったのである。
この時代、戦いに使用する銃火器

が高度なものになったため、銃創は
ひどく、負傷者は重傷の者が多かっ
た。漢方医では手の施しようもな
く、銃弾の摘出はウィリスが施す西
洋医学に頼るしか術はなかった。ウ
ィリスは薩摩藩の蘭方医である石神
良策らを助手にして、ほかの医師ら
にも医療技術を伝授しつつ傷病兵の
処置に当たった。麻酔としてクロロ
フォルムを用い、銃弾の摘出や膿瘍
の切開など行い、場合によっては手
足の切断手術を行い、多くの人命を
救ったのである。
ウィリスの後任のイギリス公使館

付医官はジョセフ・バウワー・シッ
ドールが着任し、指導を受けた日本
人医師の多くはまたたく間に包帯法
や副木の当て方に習熟し、さらには
シッドールが切断した手足を使って
手術の練習まで行ったとも言われて
いる。
シッドールは明治政府の要請で、

江戸下谷の藤堂藩邸に設けられた軍
陣病院の責任者に就いた。そこでは
シッドールの指示により、漢方薬に
代えて輸入されたオランダやイギリ

スの薬が使用され効果を上げた。
この頃、ヨーロッパの医薬品ばか
りでなく、皮下注射が初めて日本に
もたらされた。慶応元年(1865)、長
崎にボードウィンの後任としてやっ
てきたオランダ人医師のマンスフェ
ルトが、長崎の養生所（通称医学伝
習所）の後身である精得館でアトロ
ピン水の皮下注射をしたのが最初と
される。明治以降、皮膚への注射は
デルマチス法（真皮用法）とハイポ
デルマチス法（皮下注射法）に分け
られ、さまざまな薬物注射が行われ
るようになった。

２．ドイツ医学採用の経緯と医学校

1868年、明治と改元され、幕府の
設けた医学所、昌

しょうへいこう

平黌、開成所は明
治政府の所管になり、それぞれ医学
校、昌平学校、開成学校と呼ばれ
た。明治２年(1869)、天皇が京都か
ら東京に移った年に新政府は下谷
御徒町にあった医学校を江戸下谷
(現・神田和泉町）の軍陣病院に移
し、病院を合併、医学校兼病院とし
た。今日の東京大学医学部附属病院
の前身である。このとき、病院の責
任者は、シッドールがイギリス公使
館に戻っていたためにウィリスが所
長兼病院長を務めた。
明治の新政府は新しい医学教育の
基本をどの国の医学に基づいて行お
うかと模索していたが、イギリス人

当時の面影がしのばれる昌平黌の一角



22 日本医療機器協会広報 2014.6 No.223

医師のウィリスが戊辰戦争で目覚ま
しい活躍を見せたことと、イギリス
人公使のパークスの外交政策の影響
もあって、イギリス医学の採用に傾
きかけていた。
しかし、医学取調御用係に任じら

れた相良知安と岩佐純は、これまで
日本が範としてきたオランダの医学
書にドイツの医学書から翻訳したも
のが多いことを根拠に、日本の医学
はドイツ医学に基本を置くべし、と
の考えを主張した。そして、彼ら２
人は開成学校の教頭であるフルベッ
キを尋ねて、イギリス、ドイツのど
ちらの国の医学が優れているかを問
うことにした。フルベッキが推した
のはドイツ医学の方であった。そこ
でイギリス医学採用を強く唱える山
内容堂らの主張を押さえこみ、副島
種臣、大隈重信を動かして日本の医
学の範をドイツ医学にとることに決
定した。
ところが、公使館を通じて招聘し

たドイツ人医師は普仏戦争の影響で
なかなか着任せず、それを不服とし
て医学生たちが騒いだため、政府は
ドイツ人医師が着任するまでのしば
らくの間、彼らに代わってオランダ

人医官のボードウィンに授業を行わ
せた。
ドイツ医学の採用により、医学校

はこぞって舶来器械類を買い付ける
ことになり、その買い付けを行った
のは薬種商から独立した実力ある販
売業者だった。しかし、彼らにして
も横浜の“ガデリウス商会”や“ド
ッドウェル商会”などの貿易商社を
経由して輸入することが多かったと
言われている。
一方、新政府はイギリス医学採用

を蹴られて憤っているウィリスをど
うやってなだめようかと思い悩ん
だ。そこで陸軍の最高司令官であっ
た西郷隆盛が鹿児島医学校にウィリ
スを校長として招聘することとし、
ウィリスはそこで破格の待遇を受け
ることになり、この難題は解決し
た。そして、かの地でウィリスは西
南戦争の直前まで医学教育に没頭す
ることができたのである。
当時の手術はというと、クロロフォ

ルム麻酔のもとで手術を行ったが、
消毒はまだ石炭酸防腐法をとるまで
に至らず、主として過酸化マンガン
水を使用して行っていたとされる。
この時代、わが国は文明開化のた

だ中にあった。明治５年(1872)には
新橋―横浜間に陸蒸気と呼ばれる汽
車が走ったが、片道の運賃は75銭
(米１斗５升と同額）であった。
明治６年頃には大学医学部が各地

に医学校、病院を設立し、西洋医学
の進出がめざましく、ドイツから各
種の新医療器が続々輸入された。石
川六郎が車砥ぎによるスキ刃研磨法
を発見したのもこの時期に当たる。
ちなみに、明治４年、新しい郵便制

度が誕生し、｢書状賃銭切手」が発
行された。48文（４厘８毛）など４
種の切手が売り出されたのもこの時
期である。
明治７年(1874)、神田和泉橋にあ
った東校の校舎と病院が低湿地にあ
り、患者の環境にふさわしくないと
いう理由から、長与専斎を東校の校
長に迎える際に環境の良いところへ
の移転を検討した。そして、戊辰戦
争時に彰義隊の戦場となった上野寛
永寺の跡地を候補地にした。しか
し、これを聞いたボードウィンは、
「西欧の都会には公園というものが
ある。東京のような大都会には公園
が必要で、このような緑あふれる場
所は公園にふさわしいので残してお
くべきだ」と訴えた。ボードウィン
の主張が通り、東校の上野への移転
は白紙撤回され、現在の上野恩賜公
園として緑豊かな環境を保ち続けて
いる。代わった移転先は本郷元富士
町の旧加賀藩邸の一部に決定し、明
治９年、ここに医学校と病院が建て
られた。それが今日の東京大学の医
学部と附属病院である。
一方、明治４年に着任したドイツ
人医師のミュラー陸軍軍医少佐とホ
フマン海軍軍医少尉は、最初の講義
でミュラーが骨学、その後、解剖学
を講義し、ホフマンが生理学を講義
した。次いで包帯術、薬理学、診察
法の講義も行った。講義はドイツ語
か英語で、担当通訳がわかるほうの
言葉を使用した。数ヶ月して、ミ
ュラーとホフマンは学生に医学の知
識を習得するための基礎知識が不足
しているのを憂い、予科の教育を充
実させることに思い至った。２人の

ミュラー像（東大医学部キャンパス）
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ようなお雇い外国人は明治期を通じ
5 ,000人ほどが来日し、西欧文明を
日本に導入するのに与って力があっ
た。ちなみに日本からの海外への留
学は、幕末に幕府がオランダへ留学
生を送ったのを皮切りに、西欧諸
国へも派遣し、長州や薩摩などの雄
藩も隠れて若者たちを海外へ派遣し
た。明治政府は近代化、欧米化を目
指して富国強兵、殖産興業を掲げ、
海外留学を国策の一つとした。明治
４年の岩倉使節団の欧米派遣では留
学生も随行し、司法や行政、教育、
医療、文化、土木建築技術などを学
び、西欧文明の導入に貢献した。
それだけではなく、海外の優れた

制度を輸入することや国際的に通用
する人材育成を目的として、官費留
学も制度化され、私費留学も盛んだ
った。明治年間のこうした官私費留
学生は全体で約２万4 ,700人に上っ
たといわれる。

３．お雇い外国人の功績

ミュラーとホフマンの後任として
東京医学校の内科教師となったの
はヴェルニッヒであったが、彼は契
約期間を終えるとすぐに帰国した。
彼に代わって明治９年に着任した
のは、ライプチヒ大学内科講師のエ
ルヴィーン・ベルツである。手荒れ
防止の「ベルツ水（グリセリンカリ
液)」は彼の名を冠したものである。
ベルツは明治時代の日本最高の医

師という誉れが高く、東大医学部草
創期の20年を、後述する外科医のス
クリバとともに担うこととなった。ま
た、皇族はじめ政府高官の主治医の
経験を通じ各界の名士との交流も多

く、気質的にも社交的であった。研
究対象は広く、熱帯病、栄養失調、
神経精神疾患、人類学、温泉治療学
に至るまで広範囲に及び、これらを
対象に多くの著述も残している。ベ
ルツは初め生理学と薬物学の授業を
行ったが、講義に先立ってドイツ語
の講義メモを学生に渡し、それを筆
記させたうえで講義に臨んでいた。
その甲斐あってか、意欲的な日本人
学生のドイツ語の読解力も進み、格
段に向上したものになっていた。
明治９年、東京医学校が本郷の加

賀藩邸跡に移り、新病院が誕生した
ちょうどその頃、ドイツから生理学
を担当するエルネスト・ティゲール
が着任して、生理学ばかりでなく衛
生学や法医学の講義までも行った。
そのため生理学を教えていたベルツ
は内科の専任になり、精神医学と病
理学も教えることができるようにな
った。翌、明治10年(1877)、東京医
学校は東京開成学校と合併し、東京
大学医学部と改称された。
1870年代には廃藩置県で廃止され

た病院の再生が行われ、明治10年に
はほとんどの府県に公立病院が誕生
した。その大半に公立の医学校が併
置された。
ベルツたち外国人は“お雇い外国

人”と呼ばれていた。幕末の安政元
年(1854)からの15年間に、お雇い外
国人は200名の技術者あるいは外国
語教師として日本で働いていたが、
その大部分は陸・海軍あるいは技術
関係の公的な派遣団のメンバーであ
った。この200名のうち、80名以上
がフランス人、約60名がオランダ
人、約30名がイギリス人で、残りは

ドイツ人、アメリカ人であった。彼
らお雇い外国人は、東京帝国大学は
じめ工部省、鉄道局において科学技
術の教育に努めたのである。
明治元年になると、外国人の雇用
は明治政府との契約下に行うという
慣習が確立された。医学、語学、科
学等のそれぞれの分野でお雇い外国
人が教師役を務めた。しかし、次第
にお雇い外国人を雇うことも、西南
戦争の出費過多のため苦境に立たさ
れた明治政府にとっては厳しいもの
になった。財政上、高給取り外国人
を何人も雇っておくわけにはいかな
くなったので、明治13年には多くの
お雇い外国人との契約の更新をやめ
たのである。
そして次第に外国人教師にとって
代わったのが、政府派遣の海外留学
生たちであった。また、一日も早く
外国人技術者に代わって日本人の技
術者を養成することは、明治政府の
長年の懸案事項であったので、明治
初期には米、英、仏、独、露、蘭な
どの各国へ380名もの留学生を派遣
した年もあったという。彼らは平均
して５年間ほど諸外国に滞在し、帰
国してから後、各分野における最高
の指導者となったのである。

（つづく）

ベルツ像（東京大学本郷キャンパス）
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前号から始まった本欄の「メディ
カルヒルズ本郷発達史」で、その名
を掲げる“メディカルヒルズ本郷”
の、その由来を簡単に見てみよう。
米国のカリフォルニアの盆地に半導
体メーカーが集積しているシリコン
バレーという表現は世界的に浸透し
ているが、一方で丘陵地帯のハリウ
ッドセレブが集うビバリーヒルズも
“ヒルズ”の名称をトレンドにした
表現である。
“メディカルヒルズ本郷”という
のは、本郷が文京区のなかでも最も
広大な丘陵（ヒルズ）をなす本郷台
地にあり、ここに日本医療機器協会
の会員企業の大半が本拠を置いてい
るところから、ここを“メディカル

ヒルズ本郷”と呼び、ここから世界
に向けて優れた日本の医療機器を発
信して行こうという思いからこの名
を付けた。
では、いわゆる山の手と呼ばれて
いる本郷台地というのはどういう地
形だろうか？　本郷台地がその一部
を形成する武蔵野台地は末端が手
のひらを広げたような形で、指にあ
たる部分は浸食を受けて低地に連な
る。武蔵野台地は青梅を起点にする
扇状の三角州で、古くは箱根山の火
山灰、その後は富士山の火山灰が降
り積もって、いわゆる関東ローム層
をなして出来上がった台地である。
北は荒川、東は東京湾、南は多摩
川に三方を囲まれ、高度は山の手付

近で海抜20～50メートル、そこから
次第に高くなり、西北の青梅で海抜
190メートルとなり、台地の長さは
45キロ、幅は20キロに及ぶ。
武蔵野台地で大きなものは、本郷

台はじめ、淀橋台、目黒台等々の呼
称で呼ばれているが、その急峻な地
形を活かして築城したのが江戸城
（皇居）である。江戸城は人工的に
開削して作られた内堀や外堀など
とともに、台地先端の地の利を活か
し、神田川と目黒川の間を広く覆う
淀橋台の東端に敵襲をかわしやすい
よう築城されている。
文京区の台地を細かく挙げると、
西から関口台地、小日向台地、小
石川台地、白山台地、そして東側に
“メディカルヒルズ本郷”のある本
郷台地があり、台東区の上野台地へ
と続く。これら台地が半島状に突き
出し、そこに小石川や神田川の谷筋
が食い込んで、文京区の地形を形作
っている。
本郷台地は文京区の台地のなかで

も最大規模で、高さは東京大学付近
で海抜約23メートル、御茶の水駅で
約10メートルのなだらかな丘陵をな
し、南端は順天堂大学、東京医科歯
科大学と、その昔、孔子廟であった
湯島聖堂が並び、開削された神田川
で駿河台と境界をなす。東端には湯
島天満宮や団子坂上の鴎外記念館
（観潮楼跡）が建ち、崖地には湧水
が湧き、根津権現境内の池や東京大
学の三四郎池などが周辺住民の憩い
の場となっている。
高燥で眺望が良く、江戸時代は加
賀金沢藩の上屋敷をはじめ水戸藩や
福山藩の藩邸などがあり、今はそれ
が大学や庭園、文化施設や宅地とマ
ンションに変わり、際立った産業とし
ては、日本の医療機器産業を担う当
協会の会員企業が多数集積し、まさ
に“メディカルヒルズ本郷”を標榜す
るにふさわしい土地柄になっている。

What is“メディカルヒルズ本郷”

日本医療機器協会

優れた日本の医療機器産業の一大集積地―ここから世界へ！
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本欄は、2014年４月１日～４月30日までに公表された厚生労働省等の省令、通達、通知の
ほか、日本医療機器産業連合会（医機連）をはじめ各種団体等からの通知等、重要と思われる
項目は全文または一部を抜粋して掲載しています。（※は掲載ページ）

医療機器薬事関連資料
（2014年4月1日～4月30日）

平成26年４月 

１　 レギュラトリーサイエンスエキスパート認定制度
について

２　 新医療機器等の再審査結果　平成25年度（その５）
について（H26.4/1　薬食機発0401第5号）※25

３　 ヘルスソフトウェア推進協議会（仮称）設立につ
いて

４　 「薬事法の一部を改正する法律等の施行に伴う医
療機器の販売業及び賃貸業の取扱いについて」の
一部改正について（H26.4/9 薬食機発0409第1号）
※26

５　 医療機器の分割販売について（H26.4/11　薬食監
麻発0411第3号）※32

６　 「領収証」等に係る印紙税の非課税範囲の拡大に
ついて

７　 第２回　革新的医薬品・医療機器創出のための官
民対話資料 ※33

８　 医療安全情報 NO.89
９　 透明性ガイドライン学術研究助成費関係のＱ＆Ａ

の一部変更のご連絡　Ｑ＆ＡNO.11　Ｑ＆Ａ統合
版 ※35

10　 新医薬品及び新医療機器等の承認審査に係る情
報公表のマスキング処理について（事務連絡　
H26.4/24）

11　 節電対策へのご協力依頼
　

■内容については、日本医療機器協会ホームページ

で再度ご確認下さい。

 （http://www.t-mia.org/trend.html）
 ID：tmia13　パスワード：420123tm

薬食機発0401第５号
平成26年４月１日

各都道府県衛生主管部（局）長　殿

　　　　　　　　厚生労働省医薬食品局審査管理課
医療機器審査管理室長

　　　　　　　　　　　　　　　（公　印　省　略）

新医療機器等の再審査結果　平成25年度（その５）について

今般、薬事法第14条の４第１項に規定する再審査につ
いて、別表のとおりとりまとめましたので、御了知のう
え、関係各方面に対し周知方お願いします。

別表
再審査が終了した新医療用具等の取扱いについて（平
成15年９月30日付け薬食発第0930004号医薬食品局長通
知）の別記１の３に該当する医療機器等（薬事法（昭和
35年法律第145号）第14条第２項第３号イからハのいず
れにも該当しない。）

番
号

販売名 申請者名 一般的名称 承認年月日

１
トリプレ
ックス

テルモ
株式会社

中心循環系
人工血管

平成19年
１月23日

新医療機器等の再審査結果　平成25年度（その５）について
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薬食機発0409第１号
平成26年４月９日

　　都道府県
各　　政 令 市　　衛生主管部（局）長　殿
　　特 別 区

　　　　　　　　厚生労働省医薬食品局審査管理課
医 療 機 器 審 査 管 理 室 長
　（　公　　印　　省　　略　）　

「薬事法の一部を改正する法律等の施行に伴う医療
機器の販売業及び賃貸業の取扱いについて」の一部
改正について

医療機器の販売業及び賃貸業の取扱いについては、
「薬事法の一部を改正する法律等の施行に伴う医療機器
の販売業及び賃貸業の取扱いについて」（平成21年９月
４日付け薬食機発0904第１号医薬食品局審査管理課医療
機器審査管理室長通知。以下「室長通知」という。）に
おいて、示しているところである。
今般、日本再興戦略（平成25年６月14日閣議決定）等

を踏まえ、臨床検査技師等に関する法律（昭和33年法律
第76号）第20条の３第１項の規定による衛生検査所の登
録が不要な施設を定める「臨床検査技師等に関する法
律第20条の３第１項に基づき厚生労働大臣が定める施
設（昭和56年厚生省告示第17号）」の第４号に、「ホ　人
体から採取された検体（受検者が自ら採取したものに
限る。）について生化学的検査を行う施設（イからニま
でに掲げる施設を除く。）」が追加され、「検体測定室の
ガイドラインについて」（平成26年４月９日付け医政発
0409第４号厚生労働省医政局長通知）により、これに該
当する衛生検査所の登録が不要な施設と位置づけられた
検体測定室に関するガイドラインが定められたことに伴
い、管理者の取り扱いについて室長通知を別添のとおり
改めたので、貴管下関係団体、関係機関等に周知徹底を
図るとともに、適切な指導を行い、その実施に遺漏なき
を期されたい。
なお、本通知の写しを各地方厚生局長、独立行政法人

医薬品医療機器総合機構理事長、一般社団法人日本医療
機器産業連合会会長、米国医療機器・IVD工業会会長

及び欧州ビジネス協会医療機器委員会委員長あて送付す
ることとしている。

（別添）
薬食機発0904第１号
平成21年９月４日

（一部改正　平成26年４月９日　薬食機発0409第１号）
※下線部が改正箇所

　　都道府県
各　　政 令 市　　衛生主管部（局）長　殿
　　特 別 区

　　　　　　　　厚生労働省医薬食品局審査管理課
医 療 機 器 審 査 管 理 室 長

薬事法の一部を改正する法律等の施行に伴う医療機
器の販売業及び賃貸業の取扱いについて

「薬事法の一部を改正する法律」（平成18年法律第69
号。以下「改正法」という。）等については、平成21年
５月８日付薬食発第0508003号「薬事法の一部を改正す
る法律等の施行等について」において、その改正の趣
旨、内容等を示したところである。
今般、更に、医療機器の販売業及び賃貸業の取扱いを
下記のとおり定めたので、貴管下関係団体、関係機関等
に周知徹底を図るとともに、適切な指導を行い、その実
施に遺漏なきを期されたい。
なお、平成18年６月28日付薬食機発第0628001号「薬事
法施行規則の一部を改正する省令等に関する医療機器の
販売業及び賃貸業に係る運用等について」は、廃止する。
また、本通知の写しを各地方厚生局長、独立行政法人
医薬品医療機器総合機構理事長、一般社団法人日本医療
機器産業連合会会長、米国医療機器・IVD工業会会長
及び欧州ビジネス協会医療機器委員会委員長あて送信す
ることとしている。

記
第１　高度管理医療機器等販売業者等について
１．高度管理医療機器等の販売業等の許可申請について

「薬事法の一部を改正する法律等の施行に伴う医療機器の販売業及び
賃貸業の取扱いについて」の一部改正について
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（薬事法施行規則（昭和36年厚生省令第１号。以下
「規則」という。）第160条）

（１）高度管理医療機器等の販売業等について
高度管理医療機器等（高度管理医療機器及び特定

保守管理医療機器をいう。以下同じ。）の販売のみ
を行う営業所における許可申請にあっては、規則様
式第87の「販売業」・「賃貸業」の「賃貸業」の箇所
に二重取り消し線を引き、販売のみに係る許可申請
であることを明示すること。同様に、賃貸のみを行
う営業所における許可申請にあっては、「販売業」
の箇所に二重取り消し線を引くこと。
なお、許可申請時に「販売業」若しくは「賃貸

業」のいずれか一方を行うものとして許可を受けた
ものがもう一方を新たに行おうとするとき、又は、
許可申請時に「販売業」及び「賃貸業」の双方を行
うものとして許可を受けたものが、そのいずれか一
方を行わなくなった場合は、規則様式第６により変
更の届出を行うこと。

（２）指定視力補正用レンズのみの販売業等について
新たに、指定視力補正用レンズのみの販売または

賃貸（以下「販売等」という。）を行うための許可
申請にあっては、規則様式第87により行い、備考欄
には、「コンタクト」と記入すること。なお、当該
申請者に対する許可は、高度管理医療機器等販売
業・賃貸業の許可と区別していないため、高度管理
医療機器等（指定視力補正用レンズを除く。）販売
業・賃貸業の許可と区別できるよう、許可権者は台
帳の管理を行うこと。

２．指定視力補正用レンズのみの販売等から高度管理医
療機器等（指定視力補正用レンズを除く。）の販売
等への変更について（規則第174条）
指定視力補正用レンズのみの販売等からすべての高

度管理医療機器等の販売等に変更する販売業者等は、
当該変更により管理者の変更が必要な場合にあって
は、規則様式第６により変更の届出を行うこと。
この場合、規則様式第６の業務の種別欄には「高度

管理医療機器等の販売業若しくは賃貸業」と記入する
こと。変更内容の事項欄には「管理者」と記入し、併
せて変更前の管理者の氏名及び住所と変更後の管理者
の氏名及び住所を記入すること。この場合、変更後の
管理者は、規則第162条第１項の管理者の基準を満た
していること。なお、取扱い品目の変更に伴い構造設
備の変更を行う場合には、構造設備の変更についても
併せて届出を行うこと。

ただし、管理者の変更を伴わない取扱い品目の変更
については、変更届の提出は要しないこと。この場合、
当該取扱い品目の変更については、変更届の対象とな
る他の事項の変更があった場合に併せて届出を行うこ
とで差し支えないこと。

３．営業所の管理等について
（１）営業所の管理に関する帳簿への記載事項につい
て（規則第164条）
営業所の管理に関する帳簿の記載事項について

は、規則第164条第２項の各号に示すとおりである
が、このうち第５号の「その他営業所の管理に関す
る事項」は、例えば、中古品の販売等における製造
販売業者への通知及び製造販売業者からの指示に関
する記録や、当該営業所において取り扱う医療機器
の一般的名称の一覧（その一般的名称の医療機器を
取り扱った期間も含む。）などを指すものであること。
なお、当該帳簿については、磁気ディスク又はシ
ー・ディー・ロム等に記録され、必要に応じ電子計
算機その他の機器を用いて明確に紙面に表示される
ときは、当該記録をもって帳簿に代えることができ
ること。また、複数の営業所における当該帳簿をオ
ンライン化等により一元的に管理することを妨げる
ものではないが、その場合、各営業所ごとの帳簿と
して管理されており、かつ、各営業所において必要
に応じ随時その記録の出入力、閲覧等できることが
必要であること。

（２）営業所における医療機器の保管設備について
取り扱おうとする医療機器が大型である等によっ
て医療機器を保管する場所をその営業所内に確保で
きない場合においては、保管場所を別に定めその旨
を許可申請書の「営業所の構造設備の概要」に記載
することにより、その営業所における医療機器の保
管設備が取り扱おうとする医療機器のすべてを保管
するのに適切な面積等を有しない場合であっても差
し支えないこととする。なお、この場合であっても、
医療機器である消耗品等の保管が必要になる場合等
があるので、医療機器の保管場所は必要であり、ま
た、別に定める保管場所も医療機器の販売業者等の
許可を要する場合があるので留意すること。

４．営業所の管理者について
（１）管理者の要件について（規則第162条）

規則第162条第１項第２号又は同条第２項第２号
の「厚生労働大臣が前号に掲げる者と同等以上の知
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識及び経験を有すると認めた者」は、当面の間、次
に該当する者とする。なお、これらの者が設置され
ていることを確認する場合には、下記に示す書面等
により行うこと。
①　医師、歯科医師、薬剤師の資格を有する者
・医師免許証、歯科医師免許証、薬剤師免許証

②　医療機器の第一種製造販売業の総括製造販売責
任者の要件を満たす者
・総括製造販売責任者の要件を満たすことを証明
する書類

③　医療機器の製造業の責任技術者の要件を満たす者
・卒業証書、卒業証明書、製造実務経験年数証明
書等の責任技術者の要件を満たすことを証明す
る書類

④　医療機器の修理業の責任技術者の要件を満たす者
・厚生労働大臣の登録を受けたものが行う医療機
器修理業責任技術者基礎講習修了証書

⑤　改正法附則第７条の規定により薬事法（昭和35
年法律第145号）第36条の４第１項に規定する試
験に合格したとみなされたもののうち、同条第２
項の登録を受けた者
・販売従事登録証

⑥　財団法人医療機器センター及び日本医科器械商
工団体連合会が共催で実施した医療機器販売適正
事業所認定制度「販売管理責任者講習」を修了し
た者
・平成８年２月19日薬機第162号厚生省薬務局医
療機器開発課長通知に添付した、日本医科器械
商工団体連合会会長からの照会文の別紙５の修
了証書

（２）管理者の兼務について
営業所の管理者は原則営業所ごとに置かなければ

ならないものであること。
ただし、その医療機器の特性等からその営業所に

おいて医療機器を取り扱うことが品質管理上好まし
くない場合や医療機器が大型である等によりその営
業所で医療機器を取り扱うことが困難な場合等にお
いて、その営業所専用の倉庫である別の営業所を同
一事業者が設置している場合であり、かつ、その営
業所において実地に管理できる場合は、その営業所
間における管理者の兼務は認めるものとする。
また、医療機器のサンプルのみを掲示し（サンプ

ルによる試用を行う場合は除く。）、その営業所にお
いて販売、賃貸及び授与を行わない営業所である場
合であり、かつ、その営業所において実地に管理で

きる場合は、その営業所間における管理者の兼務は
認めるものとする。
なお、この場合、許可申請書の備考欄に、兼務す
る営業所の名称、所在地、その営業所の許可番号及
び許可年月日（許可申請中である場合は、申請先及
び申請日）を記載すること。
兼営事業を行う場合であって兼営事業の管理の責
任を有する者（医薬品販売業における管理薬剤師
等）との兼務については、医療機器販売・賃貸に係
る営業所の管理を実地に行うことに支障のない範囲
内において認めることとする。また、医療機器販売
業者等の営業所と隣り合う診療所の医師が、営業所
の管理者となることを妨げるものではないこと（隣
り合う眼科診療所の医師によるコンタクトレンズ販
売店の営業所の管理者等）。

（３）継続的研修について（規則第168条）
高度管理医療機器等の販売業者等は、毎年度、別
に厚生労働省令で定めるところにより厚生労働大臣
に届出た者が行う研修を高度管理医療機器等営業管
理者に受講させなければならない。
なお、毎年度とは、前回受講してから１年以内に
次回の研修を受講することを意味するのではなく、
年度ごとに１回の受講を意味するものであること。

５．中古医療機器の販売等について（規則第170条）
高度管理医療機器等の販売業者等は、中古品を販
売し、授与し、賃貸しようとする前に、製造販売業
者からの指示を受け、その指示事項を履行した後、
若しくは指示がない旨の通知を受けた後に中古品を
販売し、授与し、賃貸することができるものである
こと（やむを得ない場合を除く。）。

６．高度管理医療機器等の譲受及び譲渡に関する記録に
ついて（規則第173条第１項から第３項まで）
高度管理医療機器等の販売業者等は、高度管理医
療機器等を譲り受けたとき及び高度管理医療機器等
の製造販売業者、製造業者、販売業者、賃貸業者若
しくは修理業者又は病院、診療所若しくは飼育動物
診療施設の開設者に販売し、授与し、又は賃貸した
ときは、次に掲げる事項を書面に記載し、保存しな
ければならないこと。
① 品名
② 数量
③ 製造番号又は製造記号
④ 譲受又は販売、授与若しくは賃貸の年月日
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⑤ 譲渡人又は譲受人の氏名及び住所
また、高度管理医療機器等の販売業者等は、高度

管理医療機器等の製造販売業者、製造業者、販売業
者、賃貸業者若しくは修理業者又は病院、診療所若
しくは飼育動物診療施設の開設者以外の者に販売
し、授与し、又は賃貸したときは、当該医療機器の
製造番号又は製造記号の記録を書面に記載すること
は要さないが、その場合、当該医療機器において不
具合等が発生し、回収等必要な措置を講じなければ
ならない時は、当該販売業者等が自主的に販売、授
与、又は賃貸時に製造番号又は製造記号の記録を行
っている場合を除き、当該販売業者等が製造販売業
者等から譲り受けた際の製造番号又は製造記号の記
録に応じて、必要な措置を講ずることが求められる
ことに留意すること。
なお、当該書面については、磁気ディスク又はシ

ー・ディー・ロム等に記録され、必要に応じ電子計
算機その他の機器を用いて明確に紙面に表示される
ときは当該記録をもって当該書面に代えることがで
きること。また、複数の営業所における当該書面を
オンライン化等により一元的に管理することを妨げ
るものではないが、その場合、各営業所ごとの記録
として管理されており、かつ、各営業所において必
要に応じ随時その記録の出入力、閲覧等できること
が必要であること。

７．設置管理医療機器の販売及び賃貸について（規則第
179条）

（１）設置管理医療機器の設置管理について
設置管理医療機器の設置について、医療機器の販

売業者等が自ら行う場合においては、設置管理基準
書に基づき、適正な方法により設置に係る管理を行
わなければならない。なお、その際は、インターロ
ック等安全制御機構及び安全制御回路の設置につい
て、特に留意するとともに、作業中における混同、
手違い等の人為的な誤りを防止するための方法を確
立しておくこと。
また、設置管理基準書については、設置管理医療

機器の設置の管理の記録と併せて保管することが望
ましいこと。

（２）設置の委託について
医療機器の販売業者等が設置管理医療機器の設置

の委託を行う場合、当該医療機器の製造販売業者が
設置管理基準書において指定する条件を満たす事業
者に委託しなければならないこと。なお、医療機器

の販売業者等から設置に係る行為のみを委託を受け
て行う者に関しては、別途、医療機器の製造業及び
販売業等の許可を取得する必要はないこと。

第２　管理医療機器販売業者等について
１．管理医療機器販売業者等の届出について（規則第

163条）
（１）管理医療機器販売業者等の届出について

管理医療機器（特定保守管理医療機器を除く。以
下同じ）の販売のみを行う営業所における届出にあ
っては、規則様式第88の「販売業」・「賃貸業」の
「賃貸業」の箇所に二重取り消し線を引き、販売の
みに係る届出であることを明示すること。同様に、
賃貸のみを行う営業所における届出にあっては、
「販売業」の箇所に二重取り消し線を引くこと。
なお、届出時に「販売業」若しくは「賃貸業」の
いずれか一方を行うものとして届出を受けたものが
もう一方を新たに行おうとするとき、又は、届出時
に「販売業」及び「賃貸業」の双方を行うものとし
て届出を受けたものが、そのいずれか一方を行わな
くなった場合は、規則様式第６により変更の届出を
行うこと。
また、特定管理医療機器（専ら家庭において使用
される管理医療機器であって厚生労働大臣の指定す
るもの以外の管理医療機器をいう。）を販売等する
営業所の届出者のみ、規則様式第88の管理者の氏
名、資格及び住所の欄に氏名、資格及び住所を記載
すること。この場合、管理者の資格欄には、特定管
理医療機器営業管理者等が第175条第１項各号のい
ずれか又は第162条第１項各号若しくは同条第２項
各号のいずれかに該当するかを記載し、備考欄は、
平成18年３月30日付薬食機発第0330003号医薬食品
局審査管理課医療機器審査管理室長通知「薬事法施
行規則の一部を改正する省令等の施行に関する運用
等について」第一の３. その他（３）の③又は②に
従い記入すること。
なお、特定管理医療機器以外の管理医療機器のみ
を販売等する営業所の届出者にあっては、管理者の
氏名、資格及び住所の欄は、記載を要しないこと。

（２）管理医療機器の販売業者等の届出における基礎
講習の修了証の取扱いについて
届出の際に、厚生労働大臣の登録を受けた者が行
う基礎講習を受講したことを証する書面について、
当該登録講習機関が行う講習修了者に対して登録講
習機関が発行する修了証の写しは、原本証明を要し
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ない。

２．管理医療機器販売業者等の変更届出（規則第176条）
管理医療機器の販売等は、次の（１）から（６）

の場合に分類される。
（１）補聴器のみを販売等する場合
（２）家庭用電気治療器のみを販売等する場合
（３）補聴器及び家庭用電気治療器のみを販売等
する場合

（４）特定管理医療機器以外の管理医療機器のみ
を販売等する場合

（５）検体測定室における検査で使用される医療
機器のみを販売等する場合

（６）特定管理医療機器のうち補聴器及び家庭用電
気治療器以外の管理医療機器を販売等する場合

上記（１）から（５）の販売等から他の販売等へ
変更する販売業者等は、当該変更により管理者の変
更が必要な場合にあっては、規則様式第６により変
更の届出を行うこと。備考欄に「取扱い品目の変更
を含む。」旨記入すること。詳細については、別紙
のとおりとする。
この場合、変更後の管理者は、規則第175条第１
項の管理者の基準を満たしていること。なお、取扱
い品目の変更に伴い構造設備の変更を行う場合には、
構造設備の変更についても併せて届出を行うこと。
ただし、管理者の変更を伴わない取扱い品目の変

更については、変更届の提出は要しないこと。この
場合、当該取扱い品目の変更については、変更届の
対象となる他の事項の変更があった場合に併せて変
更の届出を行うことで差し支えないこと。

３．特定管理医療機器の販売業者等の営業所の管理等に
ついて（規則第178条第２項において準用する規則
第164条）
特定管理医療機器の販売業者等の営業所の管理に

関する帳簿への記載事項については、規則第178条
第２項において準用する第164条第２項の各号に示
すとおりであるが、このうち第５号の「その他営業
所の管理に関する事項」は、例えば、中古品の販売
等における製造販売業者への通知及び製造販売業者
からの指示に関する記録や、当該営業所において取
り扱う医療機器の一般的名称の一覧（その一般的名
称の医療機器を取り扱った期間も含む。）などを指
すものであること。
なお、当該帳簿については、磁気ディスク又はシ

ー・ディー・ロム等に記録され、必要に応じ電子計
算機その他の機器を用いて明確に紙面に表示される
ときは、当該記録をもって帳簿に代えることができ
ること。また、複数の営業所における当該帳簿をオ
ンライン化等により一元的に管理することを妨げる
ものではないが、その場合、各営業所ごとの帳簿と
して管理されており、かつ、各営業所において必要
に応じ随時その記録の入出力、閲覧等できることが
必要であること。また、上記第１の３（２）を準用
する。

４．特定管理医療機器の販売業者等の営業所の管理者に
ついて

（１）特定管理医療機器の販売業者等の営業所の管理
者の要件について（規則第175条第１項）
規則第175条第１項第各号の「当該者と同等以上

の知識及び経験を有すると厚生労働大臣が認めた
者」は、当面の間、上記第１の４.（１）の①から
⑥に該当する者（当該者が設置されていることを確
認する方法は上記第１の４．（１）と同様）及び下
記の者とする。なお、下記の者が設置されているこ
とを確認する場合には、当該者が検体測定室の運営
責任者である看護師又は臨床検査技師であることを
証明する書類等により行うこと。

・「検体測定室に関するガイドラインについて」
（平成26年４月９日付け医政発0409第４号厚生労働
省医政局長通知）別添「検体測定室に関するガイド
ライン」第２の12で定める検体測定室の運営責任者
である看護師又は臨床検査技師（ただし、検体測定
室における検査で使用される医療機器のみを販売す
る営業所に限る。）

（２）管理者の兼務について
営業所の管理者は原則営業所ごとに置かなければ
ならないものであること。なお、管理者の兼務につ
いては、上記第1の４.（２）と同様の取扱いとする。

（３）継続的研修の受講について（規則第175条第２項）
特定管理医療機器の販売業者等は、毎年度、別に
厚生労働省令で定めるところにより厚生労働大臣に
届け出た者が行う研修を特定管理医療機器営業管理
者等に受講させるよう努めなければならない。
なお、毎年度とは、前回受講してから１年以内に
次回の研修を受講することを意味するのではなく、
年度ごとに１回の受講を意味するものであること。
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５．中古医療機器の販売等について（規則第178条第２
項において準用する規則第170条）
特定管理医療機器の販売業者等は、中古品を販売

し、授与し、賃貸しようとする前に、製造販売業者
からの指示を受け、その指示事項を履行した後、若
しくは指示がない旨の通知を受けた後に中古品を販
売し、授与し、賃貸することができるものであるこ
と（やむを得ない場合を除く）。

６．特定管理医療機器の譲受及び譲渡に関する記録につ
いて（規則第175条第３項）
特定管理医療機器の販売業者等は、医療機器の譲

受及び譲渡に関する記録（上記第１の６．①から
⑤）を作成し、保存するよう努めなければならない
こと。

７．薬事法施行令（昭和36年政令第11号。以下「施行令」
という。）第49条に基づく届出の特例について
薬局又は医薬品の販売業の店舗若しくは営業所に

おいて管理医療機器の販売業等を併せて行う薬局開
設者又は医薬品の販売業者が、施行令第49条第１項
に基づき、管理医療機器販売業者等の届出を行った
ものとみなされた場合であっても、特定管理医療機
器を販売等する場合には、その営業所の管理者は規
則第175条第１項各号の管理者の要件を満たさなけ
ればならないこととし、施行令第１条第１項第１号
の許可申請の際に当該要件を満たしていることの確
認を行うこと。また、当該者が規則第162条第１項
各号又は同条第２項各号の管理者の要件を満たす者
である場合には、当該許可申請の際に当該要件を満
たしていることの確認を行うこと。
なお、薬局又は医薬品の販売業の管理者と特定管

理医療機器の営業所管理者が異なる場合にあって
は、薬局開設又は医薬品販売業の許可申請書の備考
欄に特定管理医療機器の営業所管理者の氏名及び住
所を記載すること。
また、特定管理医療機器の営業所管理者を変更し

たとき、又は兼営事業の種類を変更したとき（新た
に特定管理医療機器の販売等を始めるときを含む。）
には、30日以内に、薬局及び医薬品の販売業の店舗
若しくは営業所の所在地の都道府県知事（店舗販売
業にあってはその店舗の所在地が地域保健法（昭和
22年法律第101号）第５条第１項の政令で定める市
（以下「保健所を設置する市」という。）又は特別区
の区域にある場合においては、市長又は区長）にそ

の旨を届け出ること。
上述の申請又は届出が保健所を設置する市の市長
又は特別区の区長に対してなされたときは、施行令
第49条第２項に基づき、当該保健所を設置する市の
市長又は特別区の区長は、速やかに、その旨を店舗
の所在地の都道府県知事に通知しなければならない
こと。

第３　特定管理医療機器以外の管理医療機器又は一般医
療機器の販売業者等について
１．中古医療機器の販売等について（規則第178条第３

項において準用する規則第170条）
特定管理医療機器以外の管理医療機器又は一般医
療機器の販売業者等は、中古品を販売し、授与し、
賃貸しようとする前に、製造販売業者からの指示を
受け、その指示事項を履行した後、若しくは指示が
ない旨の通知を受けた後に中古品を販売し、授与し、
賃貸することができるものであること（やむを得な
い場合を除く）。

２．特定管理医療機器以外の管理医療機器又は一般医療
機器の譲受及び譲渡に関する記録について（規則第
178条第３項において準用する規則第175条第３項）
特定管理医療機器以外の管理医療機器又は一般医
療機器の販売業者等は、特定管理医療機器以外の管
理医療機器又は一般医療機器の譲受及び譲渡に関す
る記録（上記第１の６．①から⑤）を作成し、保存
するよう努めなければならないこと。
　

別紙
管理医療機器販売業者等の変更について

「第２　２．管理医療機器販売業者等の変更届」関係

取扱い品目を、変更前の項の（１）から（５）を変更
後の項の（１）から（６）に変更する場合であって、管
理者の変更が必要な場合は、規則様式６により変更の届
出を行うこと。
なお、表中の表現は次のとおり。
（１）補聴器 ： 補聴器のみを販売等する

場合
（２）電気治療器 ： 家庭用電気治療器のみを

販売等する場合
（３）補聴器・電気治療器：補聴器及び家庭用電気治

療器のみを販売等する
場合
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（４）家庭用 ： 特定管理医療機器以外の 
管理医療機器のみを販売
等する場合

（５）検　査 ： 検体測定室における検査
で使用される医療機器の
みを販売等する場合

（６）管　理 ： 特定管理医療機器のうち
補聴器及び家庭用電気治
療器以外の管理医療機器
を販売等する場合

 
 

 

 
   

 
 
 

 
 
 

 
   

 
  

 
  

 
   

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
   

 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○：変更届出が必要
－：変更届出が不要
ただし、変更後の管理者は、規則第175条第１項各号
の管理者の基準を満たしていること。

薬食監麻発0411第３号
平成 26 年 ４ 月 11 日

　　都 道 府 県
各　　保健所設置市　　衛生主管部（局）長 　殿
　　特 　別 　区

厚生労働省医薬食品局監視指導・麻薬対策課長
　　　　　　　　　（公　 印　 省　 略）

医療機器の分割販売について

今般、在宅医療の現場において医療機器が使われる機
会が多くなっており、これに伴い、在宅での療養を行っ
ている患者の状態に応じて必要な量の医療機器を小包装
単位で供給することが求められております。このため、
医療機器販売業者における販売等の際の取扱いを下記の
とおり示したので、御了知の上、貴管下の関係業者に対
して周知徹底をお願いします。

記
１　医療機器販売業者において、医療機器の直接の容器
又は直接の被包を開き、小包装単位で供給する行為
（以下「分割販売」という。）は、特定の需要者の求め

に応じて行う場合に限って認められる。
ただし、広く一般に対し、販売等を行うために、あ
らかじめ分割する行為は、薬事法（昭和35年法律第
145号。以下「法」という。）第13条第１項に規定する
製造行為（小分け製造）に該当する。

２　分割販売する製品は、内袋があるなど、その直接の
容器又は直接の被包を開いても、品質の劣化など、保
健衛生上の危害が生じる可能性が低い医療機器に限
る。

３　分割販売された医療機器も薬事法上の医療機器であ
ることに変わりはないので、法第63条から第64条まで
の規定を遵守しなければならない。具体的には、外箱
の写しなど法第63条に規定する事項を記載した文書及
び法第63条の２に規定する添付文書又はその写しを添
付しなければならない。

４　医療機器の分割販売に当たっては、保健衛生上の支
障が生じることのないよう、分割販売の作業を行う者
の指定、手順書等に基づく作業の実施等により厳正な
管理下で適正に行い、法第65条に触れるものを販売し
てはならない。

医療機器の分割販売について
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５　分割販売された医療機器を別の医療機器販売業者か
ら購入する医療機器販売業者においては、分割販売の
実施が困難な医療機器販売業者に対してその実施を要
請したり、分割販売を行う医療機器販売業者に対して
必要以上の配送を求めたりすること等により過大な負

担を強いることのないよう留意されたい。

６　医療機器製造販売業者については、医療機器販売業
者における分割販売の実施状況を踏まえつつ、引き続
き小包装品の円滑な供給に努めるよう留意されたい。

第２回　革新的医薬品・医療機器創出のための官民対話資料

「健康・医療戦略」の実現に向けて
医療機器産業が日本再興戦略を牽引する

2014年４月14日

（一社）日本医療機器産業連合会（JFMDA）
米国医療機器・IVD工業会（AMDD）

欧州ビジネス協会（EBC）医療機器委員会

「日本再興戦略」･「健康・医療戦略」の進捗を評価
➢ 医療機器の特性を踏まえた「医薬品医療機器等法」
の公布
→ 政省令改正等における規制緩和の実現に期待

➢ 「企業実証特例制度」・「グレーゾーン解消制度」の制定
→ 新事業へのチャレンジを支援といっそうの規制緩
和を期待

➢ 独立行政法人日本医療研究開発機構を設置へ
→ 医療機器研究開発の司令塔としての役割に期待
→ 我が国の基礎研究成果の実用化推進、研究開発環
境整備に期待

➢ 健康医療戦略推進法案を閣議決定
→ さらなる戦略の推進に期待

➢ MEJ、医療国際展開推進室等の海外展開支援が本格化
→ 規制等の国際整合、製品輸出拡大等の具体的成果
を期待

医療機器産業は日本でこそ育成すべき
➢ グローバルでかつ長期的な成長性

  市場規模33兆円、成長率５－７%
  世界的な人口構造の変化
        →高齢化と人口増
  技術の進歩

➢ 景気動向に左右されにくい
➢ 知識集約型産業（=高付加価値）
➢ 日本のものづくり力
➢ 日本は高齢化の最先行医療環境

➢2030年医療福祉は日本最大規模の産業に

〔出所〕Espicom “Worldwide Medical Market Forecasts to 2018”

日本の医療機器産業の成長に向けて取り組むべき課題
１．製品開発環境の整備・充実
２．国内市場の安定成長と産業の活性化
３．国際競争力強化と海外展開の活性化
４．イノベーション人財の育成
５．災害等に備えて医療機器と医療情報の備蓄を

１. 製品開発環境の整備・充実
① 政省令改正等における規制緩和の実現
➢ 高度管理医療機器の認証制度への移行、ＱＭＳ調
査の合理化、一変不要範囲の拡大など医療機器の特
性を踏まえた実質的な規制緩和を実現されたい。

② イノベーション評価の充実に向けた制度体系の整備
➢ 平成26年度診療報酬改定における機能区分の特例
措置や原価計算方式におけるイノベーション評価、
補正加算要件の追加措置等に感謝。

➢ 平成28年度改定に際し、機能区分制度の問題を踏
まえ、製品開発への取組み意欲が一層増すような制
度設計をお願いする。

③ ICT利活用に向けたルール整備と規制緩和
➢ 法対象の医療用ソフトウェアの範囲と基準の早期
決定を望む。
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➢ 法対象外の医療用ソフトウェアについては経産省
研究会報告を踏まえた業界自主ガイドラインの作
成・運用を行う。一方、使用者のリスク回避にむけ
ネットワークセキュリティ、ウィルス対策なども必
要であり、行政主導のガイドライン作成もお願いし
たい。

➢ 遠隔医療、在宅医療、医療情報の利活用に向けた
ルール整備、規制緩和、インフラ等の環境整備を推
進願いたい。

④ 「人を対象とした医学系研究」に関する倫理指針の整備
➢ 医療機器特性やクラス分類を踏まえた適切な規制
をお願いする。

２．国内市場の安定成長と産業の活性化
① PMDA運営財源の見直し等により手数料負担を軽減
➢ 運営費用の約85％を企業の審査相談手数料や拠出
金に頼っている PMDAの運営財源について、ガバ
ナンスの観点からまた受益者負担の原則から適切な
水準の国費の投入を求める。

➢ 審査手数料等の見直しでは、合理的で負担増にな
らないよう配慮を願いたい。

② 法人税等の負担軽減により国内投資を活性化
➢ 法人税の引き下げ、研究開発減税の恒久化、国内
生産拠点に対する税の優遇等、国内外企業が日本国
内への投資を活性化できる施策を。

③ 安全・効率・コストダウンに向けた標準コードの普及
➢ 卸業、医療機関を含む利活用の推進ならびにイン
フラ整備に向けた支援を願いたい。 

３．国際競争力強化と海外展開の活性化
① 規制の整合化、規格の標準化
➢ 日本と各国との薬事規制のハーモナイゼーション
が実現できれば相手国での手続きが簡素化され日本
のメーカーにとっては大きなメリットになる。関係
省庁と連携してその課題解決に向けた取組みをお願
いする。

➢ 我が国は2015年に IMDRFと DITTAの議長国に
なる。規制・規格の国際整合をリードしていく良い
機会であることから、行政の積極的な関わりと産業
界との一層の連携を願いたい。

➢ QMS、GCP、医療用ソフトウェアの規制に関して
は、すでに国際整合化に向けて動き出しているとこ
ろだが、言葉、解釈の整合性のみでなく、実際の運
用面においても、国際基準と整合するような取り組
みを期待したい。

② 医療の国際展開推進
➢ 政府主導の官民ミッション・トップセールスや
MEJ の本格稼働により官・産業分野は動き出して
いる。

➢ 今後、医療・教育分野の活動展開が必要であり、
政府の後押しが必要。

４．イノベーション人財の育成
➢ 日本が得意とする「ものづくり」だけでは、事業
にはならない。事業化しないと、優れたテクノロジ
ーを医療現場に継続して届けることができない。

➢ 事業化とは、ものづくり＋価値化＋企画＝「こと
づくり」

➢ 「ことづくり」をプロデュースし、優れた医療テク
ノロジーをより早く医療に届けることを実現させる
リーダー人財を育成する。

➢ 国立大学に医療機器イノベーション講座を開設し、
米国 Stanford 大 Biodesign 講座のノウハウを導入
する。

急がば回れ人材こそ国の財産。
育成への予算措置を望む。

５．災害等に備え医療機器と医療情報の備蓄を
➢ パンデミックへの迅速な対応に向け、流行初期段
階で必要な医療機器の備蓄を。

➢ 震災対応に向け分散備蓄を。
➢ IT インフラ・データベースの整備による医療情報
の集積管理を。

 

医療機器産業の決意
➢ 成長戦略の軸である医療機器産業を活性化して「日
本経済再生」に貢献する。

➢ 優れた「医療機器イノベーション」を創出すること
により、日本の医療の向上に貢献する。そして、国際
展開により世界の医療に貢献する。

➢ 医療機器は日本でこそ育成すべき産業。
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学術研究助成費関係のＱ＆Ａの一部変更についてのご連絡

平成26年４月21日
（一社）日本医療機器産業連合会 企業倫理委員会

学術研究助成費関係のＱ＆Ａの一部変更についてのご連絡

Ｑ＆Ａ統合版「Ｂ . 学術研究助成費関係」No３、No９、

No13、No15 を、以下の通り変更致します。変更内容の
運用については、平成27年度公開分（平成26年度分デー
タ）より変更することと致します。
尚、平成26年度公開分からの前倒しの運用についても
差し支えありません。

【Ｑ＆Ａの変更内容】
学術研究助成費関係

Ｑ A
現行 変更

３ 大学で実施される寄付講座の費
用は対象となるのか？
対象となる場合はどの項目で開
示するのか？

一般寄付で開示対象となる。 奨学寄附金として開示対象となる。

９ 学会共催費にはどんな項目が入
るのか？

ランチョンセミナー、シンポジ
ウム等、学会と共催する会合で
の企業側費用負担の項目である。

「Ｂ．学術研究助成費」の「学会共催
費」は、ランチョンセミナー、シンポ
ジウム等の学会等と共催する会合にお
いて、会員企業が学会側に直接支払っ
た金額のみを公開対象とする。
また、学会側に直接支払ったもの以外
の共催に関わる費用は、「Ｄ．情報提
供関連費」の「講演会費」として公開
する。
この「費用」については、会場使用料、
講師の交通費宿泊費、参加者の弁当代
等の費用が該当するが、これらの費用
が「学会側に直接支払った金額」に含
まれる場合は、「学会共催費」として
公開する。

なお、講師謝礼については、「Ｃ．原
稿執筆料等」の「講師謝金」として公
開する。

13 学会共催ランチョンセミナー等
で、参加医師へ提供した弁当で、
学会側におさめる共催費には含
まれず学会が手配したのではな
く、自社手配で調達・支払した
場合も、（Ｂ）の学会共催費に含
まれるのか？
それとも、このような弁当代は
別途（Ｄ）の情報提供関連費や
（Ｅ）のその他の費用になるの
か？

ランチョンセミナー参加者への
弁当代は、手配の主体に関わら
ず、学会共催費に含められる。

学会共催ランチョンセミナー等の参加
者の弁当代について、自社手配で調達
したもので、学会側に支払う共催費に
含まれない場合は、「Ｄ．情報提供関
連費」の「講演会費」として公開する。

15 セミナーやシンポジウム等の共
催で、学会会場で関係者を招い
て立食パーティーを開催した場
合、「学会共催費」か「接遇等費用」
どちらでの費用計上が適切なの
か？

学会との共催の場合は、学会共
催費となる。

学会共催セミナー等において立食パー
ティーを開催した場合の費用は、「Ｄ．
情報提供関連費」の「講演会費」とし
て公開する。
なお、当該立食パーティーが学会との
共催で、その費用が学会側に支払う共
催費に含まれる場合は、「学会共催費」
となる。
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「医療機器業界における医療機関等との透明性ガイドライン」Ｑ＆ＡNO.11

Ｑ Ａ

全体について

１ 医療生協（例：Ｍ医療生活協同組合）へ透明性ガイ
ドライン上で該当する資金拠出を行った場合は、開
示対象となるのか。

日本医療福祉生活協同組合連合会（医療福祉生協連）
本部は対象外であるが、傘下の医療機関は対象とな
る。

２ Ｑ＆Ａ全体についての３にある海外の医療機関等へ
の支払いは対象外とのことですが、外国人医師を講
師に招いて国内の医療関係者に対するセミナーを開
催した場合、講師謝金等の海外の医療機関等への支
払い分を対象外とし、講師謝金等支払い分以外を情
報提供関連費として対象とするのか？
または、講師謝金としては対象外とし、講師謝金分
も含め情報提供関連費として対象とするのか？

本ガイドラインは、海外の医療機関等への支払いを
対象外としていることから、外国人医師への謝金支
払いについては、対象外となる。
セミナーの謝金を除く費用は、情報提供関連費とし
て対象となる。

（Ｂ）学術研究助成費関係

１ Ｑ＆Ａ統合版（Ｂ）No.３で、寄付講座は一般寄付で
開示するものとされているが、ある医療機関（大学）
から、学校法人会計基準では、使途の指定がなけれ
ば一般寄付で、寄付講座のような使途の指定がある
場合は特別寄付となる旨の指摘を受けた。
特別寄付となる寄付講座については、一般的に研究
目的に活用されることは明確なため、医療機関及び
会員企業間で混乱を招かないよう、透明性ガイドラ
インにおいても、奨学寄付に分類するのが適切では
ないか？

ご指摘のように学校法人会計基準を尊重し、平成27 
年度公開分（平成26年度分データ）より、「一般寄附
金」ではなく、「奨学寄附金」として公開するよう変
更する。

また、この変更に伴い、Ｑ＆Ａ統合版「Ｂ . 学術研
究助成費関係」No.３を、別紙（学術研究助成費関係
のＱ＆Ａの一部変更についてのご連絡）の通り変更
する。

２ Ｑ＆Ａ統合版（Ｂ）No.9、13、15 では、「学会共催費」
の公開対象として、立食パーティー費用などを含む
企業側費用となっている。しかし、学会側が関与せず、
企業側の判断で調達・支払った食事費や講師の交通
費宿泊費、セミナー参加者への弁当代などを含めた
公開金額に対し、学会側の理解や公開同意が得られ
にくいことがある。
例えば、企業側の判断で支払った金額については、
別項目で公開しても「透明性ガイドライン」の情報
公開の原則には抵触しないと考えるが、運用の変更
は必要ないのか？

学会との共催で支払ったすべての費用を「Ｂ . 学術
研究助成費」として公開することに対しては、学会
から理解を得ることが困難な場合もあることから、
医機連として再検討した結果、平成27年度公開分（平
成26年度分データ）より、「学会共催費」等に関する
運用を以下の通りに変更する。
・「Ｂ．学術研究助成費」の「学会共催費」は、学会
等との共催にあたり、会員企業が学会側に直接支
払った金額のみを公開対象とする。
・また、学会側に直接支払ったもの以外の共催に関
わる費用は、「Ｄ．情報提供関連費」の「講演会費」
として公開する。
・この「費用」については、会場使用料、講師の交
通費宿泊費、参加者の弁当代等の費用が該当する
が、これらの費用が「学会側に直接支払った金額」
に含まれる場合は、「学会共催費」として公開する。

なお、講師謝礼については、これまで通り「Ｃ．原
稿執筆料等」の「講師謝金」での公開となる。

この変更に伴い、Ｑ＆Ａ統合版「Ｂ．学術研究助成
費関係」No.９、13、15 を、別紙（学術研究助成費
関係のＱ＆Ａの一部変更についてのご連絡）の通り
変更する。
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当協会の事業、理事会並びに委員会の開催

状況です。今回は26年５月の内容を掲載して

います。なお、開催場所について記載がない

ものは医科器械会館内の会議室においての開

催、また、回は26年度内の開催回数です。

 

５月12日　第１回　薬事委員会

５月15・16日　「三重県ものづくり企業」展

示商談会・交流会

 於：医科器械会館 セミナーホール

５月26日　平成26年度 通常総会、永年勤続

優良従業員表彰式、懇親会

 於：上野精養軒

発 　 行／平成26年６月１日
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印刷・製本：株式会社　丸井工文社
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日本医療機器協会日誌

編集後記

４月の増税から２ヶ月が経過し世の中はどう変わ
ったのだろうか？　そんなことを考えてみると、商
売上ではなんとか大きな混乱もなく無事に移行でき
たのではないかと思う。しかしよく考えてみると仕
入れ、売り上げに関しては良いのかもしれないが、
経費分は純粋に負担が増している。世の中には、こ
のタイミングで微妙に値上げをはかっているところ
が多く見受けられる。鉄道の運賃も ICカードと切
符では値段が違う。要は端数が出てしまい面倒にな
るところは切り上げてしまっているようだ。まった
くいい商売である。我々のような業種ではなかなか
そういったことを理解してくれるお客さんは少ない
と思う。来年予定されている消費税10％はいったい
どうなるのだろうか？　問題が増えるばかりのこの
日本。はたして未来の子供たちに我々は良い日本を
残すことが出来るのだろうか？　　　　 　  （関口）

『日本医療機器協会広報』の原稿募集中
随筆・エッセイ・旅行記・評論等、テーマは問いま
せん。お気軽にお寄せ下さい。皆様の原稿を心より
お待ちしております。
　応募資格：原則として日本医療機器協会会員
　原稿枚数：400字詰め原稿用紙４～13枚程度
　　　　　　ワープロ原稿の場合１～４枚程度　　
　　　　　   （Ａ４用紙40字×40行）
　原稿送付・問合先：日本医療機器協会事務局
   選考委員：広報委員会
※なお、原稿の採否は広報委員会に一任願います。
　採用された方には粗品を進呈します。

『日本医療機器協会広報』会員広告料金

１回掲載料（いずれも税込み金額）

掲載面 掲載料
サイズ
mm

（枠付）

表２
カラー１頁

16 , 200円
天地 257
左右 170表３ 13 , 500円

記事中
モノクロ１頁 8 ,100円

モノクロ
２分の１頁 5 ,400円 天地 124

左右 170

■お問い合わせ
日本医療機器協会　事務局
電話：03-3811-6761
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「道具を作る。」 
「道具を使う。」 

永く培われた技術で医学に貢献する 

検 索 田中医科 商品詳細はこちらから 
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“健康・医療・福祉の明るい未来へ～連携による安心社会の実現を目指して～”
のテーマのもと、上記日程で開催されます「国際モダンホスピタルショウ2014」
に、日本医療機器協会も昨年同様、参加・協賛することになりました。会員皆
様のご来場を心よりお待ち申し上げます。

国際モダンホスピタルショウ2013の協会展示コーナー
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